
急
性
腸
管
閉
塞
症
－
一
関
ス
ル
賓
験
的
研
究
（
第
五
回
報
告
）

「
ト
リ
ブ
シ
ン
」
兎
疫
卜
急
性
腸
管
閉
塞
症
ト
ノ
関
係
一
一
就
テ

何
回
冨
『
一
由
。
回
件
。
＝
。

t
r
o『
品
。
回

巴ロ件。同・
ω
g
n
r
g田町向。ロ

巴。
r。
『
島
一
。
目
。
N一e
r富
岡

山

内

ι。
『
吋
『
】
『
宮
古
一
冨
B
g
E
S円

N
Z
B
m
w
rロ
向
。
ロ
己
記
－
B
4
0『
g
E
E
g
o－

mwr居
内
向
山
田

ロ
mw『
34AW『
g
E
Z
ω
ω

〈
・
冨
宮

ar岡田
町
内
日

ぐ
。
ロ
ロ
】
J

同・

d
m凶
H
H
V
P

〔

kp
g
L
E
5
0rマ
・H
Lmw『
C

円三
C
ユ
ロ
阿国

門戸母

W
包曲
。
『－

r
r
g
d
E
22
Eと
さ

同
uZ
u
g－
（
勺

g
戸
開
－

H
問
。
一
げ

0
・）〕

京
都
帝
園
大
墜
啓
墾
部
外
科
撃
研
究
室
（
磯
部
教
授
指
導
〉

2先

同
国

緒

言

第
一
章
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用
ユ
就
テ

第
一
節
「
ト
P
プ
シ
ン
」
及
ピ
「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
L

ノ
毒
カ

第
二
一
節
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫

第
三
節
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ノ
協
同
伶
用
ヲ
詮
明
ス
ル
貧
験

第
四
節
所
見
概
括
及
ピ
考
察

第
二
章
笠
腸
爾
端
閉
塞
症
ト
「
ト
P
プ
シ
ン
」
免
疫
ト
ノ
関
係

大
皐
院
事
生

牛

秀

治

醤
皐
士

田

第
一
節

崎
県
ニ
節

空
腸
爾
端
閉
塞
症
ノ
議
後

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
自
働
及
ピ
他
働
免
疫
後
z
於
ケ
ル
空
腸
雨
端
閉
塞
症
ノ
濠

後

第
三
節
所
見
概
括
及
ピ
考
察

第

三

意

所
見
総
指
及
ピ
結
論

敵
女
妙
録

女

厳

緒

念
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
議
後
A

手
術
的
療
法
一
一
ヨ

y
－
ア
佳
良
－
一
ナ
リ
タ
レ
ド
、
未
ダ
死
む
宰
A

可
ナ
ク
大
ナ
η
ノ
。
最
近
間
ダ
ユ
y
g
氏
ノ
報
告
ジ

タ
u
y

所
一
一
ヨ

Y
モ
二
百
三
例
ノ
手
術
的
療
法
ヲ
加
ヘ
シ
モ
ノ
・
死
己
率
三
ニ
十
六
係
ナ
ソ
ト
イ
ァ
。
故
一
一
コ
ノ
死
己
宰
ヲ
更
一
一
減
少
セ
シ
ム

Y

言

第
五
巻

V「
原

箸
w 

牛

国

六
一
九

（
第
参
務

一
二
九
）



第
五
血
管

v園、
原

著
'-' 

牛

国

六
二

O

〈第
参
－
競

一コ一
O
）

A

最
毛
必
要
ナ
Y

コ
ト
ナ
y
d
N

、
コ
ノ
方
面
ノ
研
究
A

饗
々
タ

y
。

C
7
5・5
3
三
2
2
L
『

7
5一
雨
氏
A

閉
塞
腸
管
内
容
ノ
陶
土
製
漉
過
一器－一

ヨ
Y
櫨
液
－
一
ア
犬
ヲ
見
疫
シ
、
大
量
ノ
注
射
－
一
堪
へ

Y
毛
ノ
、
血
清
ヲ
採
取
シ
、
「
？
？
ス
」
－
一
橋
液
ト
同
時
ニ
コ
ノ
血
清
ヲ
注
射
ス
レ
バ
大
量

ノ
注
射
－
一
堪
へ

Y

ュ
至
Y
事
ア
知
レ

y
、
郎
チ
他
働
免
疫
－
一
A

成
功
ジ
タ
Y
ガ
、
鴻
液
ヲ

「
？
？

ス
」
ニ
注
射
ジ
ア
自
働
免
疫
ヲ
得
Y

寸
ト
A

不
成
功
二
一
終
レ

y
。

巧
E
Z
g
w
g。
g
E
L
F－－E
－5
2
氏
等
A

雨
端
ヲ
閉
鎖
ジ
タ
Y
十
二
指
腸
ノ
内
容
ヲ
採
取
シ
、
コ
レ
ニ
「
ク
ロ
、
フ
ォ
U
F

ム
」
或
A

「ト

y

オ

1
Y
」
司
ノ
加
へ
数
日
閥
解
篭
－
一
入
レ
、
取
出
シ
ア
六
十
度
乃
至
七
十
度
－
一加
熱
殺
菌
シ
、
遠
心
機
－
一
－
ア
沈
澱
ジ
、
上
清
ヲ
糠
遁
紙
或
A

石
綿

滅
、過
器
－
一
尋
ノ
減
過
シ
、
滅
液
ヲ
静
脈
内
ニ
注
入
シ
－
プ
犬
ヲ
見
疫
シ

タ
9
0氏
等
ノ
結
果
－
一
ヨ
レ
バ
見
疫
サ

レ
シ
犬
A

大
量
ノ
鴻
液
ノ
注
射

－一堪

へ
、
且
コ
レ
ニ
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
ジ

タ
グ

ニ
山
首
照
動
物
－
一
比
シ
生
存
期
間
二
倍
ノ
長
サ
ナ
リ
ト
イ

プ
。
ロ
目・与を
ロ丘

一E
L
出。。
岳
白
山

南
氏
モ
大
凡
同
様
ノ
研
究
ヲ
ナ
シ
、
見
疫
ス

Y

モ
大
量
ノ
注
射
一
一
堪
ヘ

ズ
、
腸
一管
閉
塞
ヲ
設
置
ス

Y

モ
生
存
期
間
延
長
セ
ズ
、
卸
チ
犬
ノ
毒
物

ノ
減
液
－
一
一
割
ス

Y
抵
抗
力
及
ピ
腸
管
閉
塞
症
ノ
議
後
A

動
物
－
一
ヨ

y
－
ア
葉
差
異
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
Y

－一ヨ

y
、
J
J1
7

5

L

白
氏
等
ノ
結
果
A

信
ズ

U
F

ュ
足
－
フ
ズ
ト
反
駁
セ
リ
ノ
。
ロ

E
U
E
L
出向
。H
・mpz
雨
氏
A

閉
塞
腸
管
内
容
－
一
合
マ

y
、
毒
物

－
一
封
シ
、
猫
A

非
常

一一
抵
抗
力
強
ク
、

家
兎
及

ピ
「
毛

Y

モ
ツ
ト
」
A

非
常
－
一
抵
抗
ノ
弱
キ
モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
報
告
ス

。

mrZロゲ
2
2
氏
A

千
九
百
二
十
四
年
ニ
「
ト
ク
プ
ジ
ン
」
デ
犬
－
一
白
働
兎
疫
或
A

他
働
見
疫
ヲ
施
ス
ト
該
犬
ノ
小
腸
上
部

－一
室
腸
雨
端
閉
塞

腸
管
ヲ
設
置
ス

Y

宅
、
二
十
四
時
間
後
－
一
之
レ
ヲ
切
除
ス
Y
時
一
二
議
後
ガ
佳
良
ト
ナ
Y

コ
ト
ヲ
報
告
ス
。
其
後
同
氏
A

「
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
免

疫
血
清
ノ
代
用
ト
ジ
ア
「
ア
ン
チ
ト
リ
y

プ
ジ
シ
」
償
ノ
高
キ
糖
尿
病
患
者
ノ
血
清
ヲ
用
ヒ
タ
y
d
N

同
様
－
一
効
果
ノ
ア

9
ジ
コ
ト
ヲ
報
告
ス
。
午
九

百
二
十
六
年
ユ

ま
さ
HL55

：H
E
E
2
2
雨
氏
A

再
ピ
糖
尿
病
患
者
ノ
胤
清
ノ
効
果
－
一
就
キ
同
様
ノ
報
告
タ
ナ

ス
。

嚢
－
一
余
三
芯
性
腸
管
閉
塞
症

－
一
闘
ス

Y
質
験
的
研
究
ト
題
シ
ア
、
十
二
指
腸
車
純
閉
塞
、
十
二
指
腸
南
端
閉
塞
、
安
腸
南
端
閉
塞
ノ
議
後
A

膳
液
ヲ
噴
置
ス

Y
モ
殆
ン
ド
鐙
化
ナ
キ
カ
或
A

寧
ロ
不
良
ト
ナ
リ
ノ
、
又
丞
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
しV
同
時
三
l

ト
リ
ノ
プ
シ

ン
」
或
A

「．
ρ

ン
ク

ν
ア

チ
シ
」
溶
液
ヲ
注
入
シ
置
グ
モ
強
後
－
一
殆
ン
ド
描
硬
化
ナ
キ
－
一
ヨ

9
．
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
A

念
性
腸
管
閉
塞
症
ノ
死
悶
ト
ジ
ア
A

重
要
ナ
U
F

モ
ノ
ζ



非
M
F

コ
ト
ヲ
報
告
セ

y
。
然
レ
共
蹄
液
ヲ
暁
置
ス

Y
ト
閉
塞
腸
管
内
容
ノ
毒
カ
ガ
弱
ク
ナ
Y
場
合
多
グ
、
コ
レ
－
一
反
シ
ア
「
ト
リ
プ
ジ
シ
」
或
A

「
バ
ン
ク

ν
ア
チ
ン
」
ヲ
腸
管
内
へ
注
入
シ
置
ク
ト
腸
管
内
容
ノ
毒
力
ノ
増
加
ス
U
Y

コ
ト
ヲ
報
告
セ
リ
。
他
方
－
一
一
於
ア
十
二
指
腸
及
ピ
空
腸
南

端
閉
塞
症
ノ
末
期
－
一
A

腹
腔
内
穆
出
物
－
一
少
量
乍
ラ

司己〔

H
E
L
P－c
g
南
氏
「
カ
ゼ
イ
ン
」
法
－
一
ヨ
リ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ヲ
詩
明
シ
得
タ
Y
場
合

多
シ
。
故
－
一
余
A

「ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
A

死
因
ト
シ
ア
重
要
ナ
Y

モ
ノ
ニ
A

非
Y

モ
．
毒
物
ヲ
成
生
ス
M
Y

時
ュ
閉
塞
腸
管
内
ユ
ア
Y
細
菌
ト
何
カ

協
同
作
用
ヲ
替
ム
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
推
察
シ
、
同
時
二
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
免
疫
血
清
－
一
室

5
5三
5
・
氏
ノ
報
告
－
一
見
Y
ガ
如
キ
効
果
ア
Y
ヤ

否

ヤ

ヲ
検
セ
ン
ト
欲
ジ
ア
究
ノ
賓
験
ヲ
行
へ

y
。

「ト

y
プ
ジ
シ
」
ト
ジ
ア
A

第
一
章
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
．
ヲ
シ
ン
L
ト
ノ
協
同
作
用
Z
就
テ

第
一
節
「
ト
リ
ブ
シ
ン
」
皮
ビ
「
パ
ン
ク
レ

7
チ
ン
」
ノ
毒
力

J
H
J
，
H
H｝
団

古

田

5
・
G
Er
－

P
Cコユニ
d
H

・
や
む
C

）
ヲ
使
用
シ
、
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
ト
ジ
ア
A

吋

E
5
5
E
Eロ
巴
（
で
g－
W
0
・

ロミ－
m
h
r
c
。．

d
m・
p
・
）
ヲ
使
用
ジ
ア
犬
ニ
謝
ス

Y
毒
カ
ヲ
槍
シ
タ
リ
。

「
ト
ソ
プ
ジ
ン
」

A

一
O
克
ヲ
秤
量
シ
、

0
・
八
五
外
殺
菌
食
関
水

一
O
O括
－
一
溶
解
シ
タ

y
。「．
ρ

ン
グ
レ
ア
チ
シ
」
二
了

O
克
ヲ
秤
量
ジ

0
・
八
五

μ殺
菌
食
臨
水
一

O
O耗
－
一
溶
解
シ
タ
Y
場
合
ト
、
一

O
克
ヲ

0
・
八
五

μ殺
蘭
食
醸
水
一

O
O詫
－
一
溶
解
シ
タ
Y
場
合
ト
ア

y
。

貫
験
動
物
ト
ジ
ア
A

多
ク
A

小
犬
タ
用
ヒ
タ

y
。
犬
ノ
種
類
、
慎
重
、
性
ヌ
同
一
ニ
シ
、
然
モ
同
時
－
一
取
揃
へ

Y

コ
ト
A

不
可
能
ナ

y
キ、

従
ツ
ア
鰻
重
一
一
差
異
ヲ
来
ジ
ア
、
正
確
ナ
M
F

毒
力
ヲ
確
定
ジ
得
ず
η
ノキ。

注
射
ス

Y
エ
A

常
ニ
腹
腔
内
注
射
ァ
行
ァ
、
「
ト
リ
ノ
プ
シ
シ
」
ノ
毒
力
検
査
ノ
結
果
ヲ
第

一
表
－
一
示
シ
、
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
毒
カ
検
査
ノ

結
果
ヲ
第
二
表
ニ
示
ジ
タ

y
。
注
射
後
七
日
間
／
経
過
ヲ
観
察
シ
、
七
日
間
元
気
ヨ
ク
生
存
セ

Y
モ
ノ
ヲ
健
在
ト
記
載
シ
タ
リ
。

第
一
表
ヲ
見
Y

－一「ト

y
プ
シ
ン
L

ヲ
腹
腔
内
へ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
一
一一
於
ア
、
小
犬
ァ
二
十
四
時
間
以
内
－
一
姥
ス
鰻
重
一
野
－
一
割
ス

Y
最
小
致

死
量
A

四・

O
克
ナ

9
0
三・

O
克
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

第
三
日
ニ
死
む
シ
、
ニ
・

0
．
元
以
下
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
－
A

七
日
後
モ
健
在
ナ

y
。

一ニ・

O
克
以
上
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

間
モ
ナ
ク
元
気
衰
ヘ
ア
横
臥
シ
、
苦
悶
朕
－
一
－
ア
建
二
股
力
シ
ア
絶
命
ス
、二・

O
克
以
下
ナ
レ
バ
元
気
衰

第
五
巻

F司、

原

馨
''-' 

牛

回

_,_ 
ノ、

〈
第
参
－
競

一＝
一
一一〉



第
五
巻

F園、
原

箸....... 

牛

回
表中健在トアルハ七日間以上元気ヨク生存セルモノ

，、

〈
軸
帰
参
時
抗

一
＝
一
二
）

表中健在トアJレハ七日間以上元気ヨク生存セJレモノ

ァ

Y
モ
間
モ
ナ
ク
回
復
ス
。

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
中
毒
死
後
剖
見
ス

Y

－
一
、
腹
腔
－
一
A

少
シ
ク
赤
味
ヲ
帯
ペ

Y
淡
黄
色
ノ
梢
掬
濁
セ

Y
穆
出
物
多
量

－
一
存
在
ス
。
内
臓
部
腹
膜

殊
ニ
腸
間
膜
－
一
A

一
般
－
一
軽
度
ノ
充
血
ア

y
、
小
腸
ノ
疑
液
膜
及
ピ
粘
膜
モ
軽
度
－
一
充
血
し
v
、
内
容
A

少
シ
ク
赤
味
ヲ
帯
ぺ
u
y

粘
液
性
ノ
掴
濁

液
ナ
叫
ノ
。
其
他
ノ
臓
器
一
一
異
常
ナ
シ
。

第
二
表
ヌ
見
Y

－
一
「
パ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
ヲ
腹
腔
内
へ
注
射
シ
タ
グ
場
合
－
一
一
於
ア
、
二
十
四
時
間
内
ニ
小
犬
ヲ
紫
ス
最
小
致
死
量
A

小
ナ
Y
小

犬
ヲ
用
フ

Y
場
合
－
一

A
鰻
重
一
研
－
一
ヅ
キ

0
・
二
五
克
、
比
較
的
大
ナ
Y
モ
ノ
ヲ
用
ア

Y
場
合
－
一

A
0
・
三
五
兎
ナ

9
0

LトPプシン守ノ犬＝聖堂スJレ撃力（腹腔内注射＝ヨル）

犬値重 ｜｜ 性 I Lトリプシン濁可注ス射ノレ量〉｜｜ 注射後／鯨館
（飽重一延＝

1000叉 色 1.5~ 健在

1900 ♀ 2.0 健在

1030 色 3.0 泣射後第三日＝死亡

1620 ち 4.0 法射後13時間品死亡

5.0 注射後 5時間＝死亡

第ー表

L ＇~ yクレアチン i；犬＝鞠スノレ撃力（腹腔内注射ユ
ヨル）

犬惚重j性 i射；怪パ量童ンクレアチン守注｜I 注射後／締鯖
-Jii＝鈴スル）

1830瓦 ♀ 0.05瓦 健在

is5o 色 0.10 健在

1930 ♀ 0.15 健在

2000 早 0.20 健在

1950 ♀ 0.25 注射後13時間＝死亡

2500 ♀ 0.30 注射後 8時間＝死亡

2500 ♀ 0.50 注射後 5時間＝死亡

2750 ♀ 0.75 法射後 2時間＝死亡

3000 0 1.00 注射後 2時間＝死亡

5.1庖 ♀ 0.025瓦 健在

7.6 中 0.05 健在

5.8 ♀ 0.10 健在

3.7 0 0.20 健在

4.65 0 0.30 健在

2.85 0 0.35 注射後23時間＝死亡

5.65 0 0.40 注射後13時間＝死亡

5.0 0 0.50 注射後12時間＝死亡

5.0 色 1.00 注射後 1時間二死亡

5.6 古 2.00 注射後40分＝死亡

第二重量



暢
重
一
昨
ニ
ツ
キ

7
0克
或
A

二・

O
克
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
－
A

．
注
射
シ
ア
カ
ラ
約
十
分
後
ヨ
η
ノ
念
激
－
一
元
気
衰
へ
「
シ
ョ
ッ
ク
」
様
症

朕
ヲ
呈
シ
、
動
物
A

倒

ν
ア
虚
脱
症
扶
ノ
下
－
一
一
絶
命
ス
。

0
・
五
乃
至

0
・
ニ
克
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
二
注
射
後
約
三
十
分
ア
経
過
シ
ア
カ
ヌ

脱
力
著
明
ト
ナ
リ
横
臥
シ
ア
苦
悶
ス
、

0
・
ニ
克
以
下
ヲ
注
射
し
v
h
p
y
場
合
－
一
A

元
気
回
復
ジ
、
コ
レ
ヨ

y
モ
多
量
－
一
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

絶
命
ス
。
大
量
－
一
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

幌
吐
ヲ
伴
プ
コ
ト
多
シ
。

0
・
一
克
以
下
ヲ
注
射
ス
レ
バ
元
気
ヨ

ク
生
存
ス
。

「
バ
シ
ク
レ
ア
チ
ン
」
中
毒
死
後
剖
見
ス

Y

ニ
、
大
量
ノ
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
シ
」
ヲ
注
射
ジ
念
激

－
一
死
己
ジ
タ
Y
場
合
一
二
、
腹
腔
内

ニ
A

暗
紅

色
ニ
ア
殆
シ

γ
純
血
液
ノ
如
キ
液
膿
ガ
多
量
－
一
存
在
ス
。

0
・
五
克
以
下
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

、
注
射
量
ノ
少
キ
時
－
一
A

淡
黄
色
ノ
掴
濁

セ
Y
穆
出
物
ナ
グ
’
モ
注
射
景
増
加
ス
ゲ
’
ニ
従
ヒ
赤
褐
色
ノ
惨
出
物
ト
ナ
Y
。
内
臓
部
腹
膜
A

大
量
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

一
様
－
一
著
シ
ク
充

血
ジ
毛
細
管
出
血
ア
9
、

0
・
五
克
以
下
ヲ
注
射
ス
レ
バ
内
臓
部
腹
膜
ノ
充
血
軽
度
ト
ナ
リ
ノ
、
大
網
膜
及
ピ
腸
間
膜
ノ
脂
肪
組
織
A

大
部
分
帽

併
頭
大
乃
至
小
指
頭
大
ノ
双
白
色
不
透
明
ナ
Y
斑
結
晶
擾
化
シ
、
コ
ノ
斑
貼
ガ
互
二

一融
合
セ

Y
部
分
ヲ
見
Y

コ
ト
モ
ア

y
。大
量
ヲ
注
射
シ
タ

y
場
合
－
一
A

小
腸
／
築
液
濃
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
粘
膜
モ
亦
著
明
－
一
充
一
血
ス
レ
ド
、
腸
管
内
容
A

E

常
ノ
場
合
ト
大
凡
同
様
ナ
リ
。
胃
、
大
勝
目
一
A

殆

y
r獲
化
ナ
ク
、
其
他
ノ
臓
器
－
一
モ
肉
眼
的
ニ
A

異
常
ナ
シ
c
比
較
的
少
量
ヲ
注
射
シ

タ
Y
場
合
－
一
A

小
腸
ノ
粘
膜
及
ピ
竣
液
膜
ノ
充
血
ノ
程

度
モ
軽
度
ナ

9
0

「
メ
ン
ク

ν
ア
チ
シ
」
注
射
後
死
己
ジ
ア
カ
ラ
、
成
Y

ペ
ク
早
ク
腹
腔
内
穆
出
物
ヲ
採
取
uv
、
き
ロ
∞

s・m山『
H
5
5
5仏
民

白

ud
－
－
雨
氏
ノ
方
法
ア

稿
改
良
シ
タ
Y
余
ノ
方
法
－
一
ヨ

p
－
プ
「
ア
ン
チ
ト
？
プ
ジ
ン
」
ヲ
検
ス

Y

－
一
、
「
バ
ン
ク

ν
ア
チ
ン
」
注
射
量
ノ
比
較
的
少
イ
場
合
－
一

ノ
ミ
「
ア
ン

チ
ト

9
プ
ジ
シ
」
ヲ
謹
明
シ
得
b
y
y
。
又
ヲ

Z
S
L
C
H．
。
望
的
雨
氏
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
1

検
査
法
ヲ
改
良
ジ
タ
u
y
余
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
ア

「
ト
y
プ
ジ

ン
」
ヲ
検
ス
山
て
一
、
何
レ
ノ
場
合

一一
モ
「
ト
リ
ノ
プ
ジ
シ
」
ヲ
謹
明
ス

Y
ガ
、
「
．ρ
ン
グ
レ
ア
チ
ン
」
注
射
量
ノ
少
イ
場
合
－
一
A

「ト

y
プ
シ
ン
L
モ
亦

少
量
二
存
在
ス
。

「ト

p
プ
ジ
ン
L
及
ピ
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ノ
毒
力
ヲ
比
較
ス

Y

－二，ト

y
プ
ジ
ン
」
ノ

毒
カ
A

大
凡
「
．
ρ

ン
ク
V

ア
チ
ン
」
ノ
毒
力
ノ
十
分
ノ

一
ト
見
倣
ス
ペ
キ
毛
ノ
ナ
ラ
ン
。

第
五
巻

F『
原

著
....... 

牛

回

........ 
ノ、

〈
第
参
競

一一
一、d



第
五
怨

F『

原

著
』J

牛

悶

六
二
四

（
第
参
波

一
三
凶
〉

剖
見
所
見
ヲ
比
駿
ス
グ
’
－
一
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
シ
」
中
毒
ノ
際
A

著
ジ
キ
出
血
性
腕
膜
炎
ヲ
見
、
時
々
A

脂
肪
組
織
ノ
壊
死
ヲ
見
y
。

「
ト
リ
ノ
プ

u
v
y
」
中
毒
ノ
際
A

主
ト
シ
ア
淡
黄
色
調
濁
セ
山
戸
港
出
物
ヲ
見
、
腹
膜
－
一
A

軽
度
ノ
充
血
ヲ
見
Y
ノ
ミ
。

第
二
節

「
ト
リ
ブ
シ
ン
し
免
疫

「
ト
時
ノ
プ
ジ
ン
」
兎
疫
ノ
可
能
ナ
グ
’
コ
ト
A

千
九
百
一
年
九
三
三
『
5
氏

－一ヨ

y
始
メ
ア
報
告
セ
ラ
Y
。
業
後

4
E
d
e
－－昔話口］
ご
回答
H
Z｝
u
gemu

c己花］
5
大
野
氏
等
A

「ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
ノ
自
働
免
疫
ヲ
行
ア
ト
急
性
膳
壊
痘
ヲ
油
脂
肪
ジ
得
u
y

コ
ト
ヲ
報
告
γ
、
大
野
氏
A

強
力
ナ
M
F

「ト

y

プ
ジ
ン
」
免
疫
胤
清
ヲ
得
ア
コ
レ
ヲ
犬
二
注
射
シ
、
牒
液
中
毒
痕
並
－
一

急
性
出
血
性
謄
壊
痘

－一
一
割
ジ
治
療
的
効
果
ノ
ア

Y

コ
ト
ヲ
報
告
ス
ω

出
号
呂
田
氏
A

コ
レ
ニ
反
シ
ア
急
性
腺
壊
症
－
一
割
γ
「ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
免
疫
’
肌
清
ノ
効
果
ナ
キ
コ
ト
ヲ
報
告
ス
。

「
ィ
レ
ヲ
ス
」
ト
「
ト
リ
ノ
ア
ジ
ン
」
自
働
及
ピ
他
働
免
疫
ト
ノ
関
係
－
一
就
キ
容
ま
己
主
5
『
氏
等
ノ
研
究
報
告
ノ
ア

Y

コ
ト
A

銃
－
一
緒
言
ニ

於
－
プ

遮
ペ
タ
y
d
N

如
シ
。

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫
ノ
方
法
A

報
告
者
一
一
ヨ
リ
多
少
ノ
相
違
ア
リ
。
余
A

大
野
氏
ノ
方
法
－
一
準
ジ
ア
犬
ヲ
兎
疫
ジ
タ
リノ
。
免
疫
元
ト
ジ
ア
A

4
3
4
5
2
a
g
・（巴円
－
C

寄
与
z
b
c。
・）
及
ピ
可

pug－E
ロ
ロ
ヨ
（
H
J
z
・7u
ロ

ミ

ぽ

仔

凸
0
・）
ト
ヲ
使
用
シ
タ

y
っ
何
V

モ
0
・
八
五

dm
殺
菌
食

醜
水
ζ

一
裕
解
ジ
ア
注
射
一
一
使
用
ス
。
注
射
量
A

一
週
間
内
－
一
小
犬
ヲ
紫
ス
最
小
致
死
量
ノ
十
分
ノ
一
乃
至
三
十
分
ノ
一
量
ヲ
第
一
回
注
射
－
一

用
ヒ
、
其
後
動
物
ガ
元
気
ヨ

ク
生
存
ス
レ
バ
一
週
間
毎
－
一
一
帯
量
シ
ア
注
射
シ
、
楠
元
気
衰
ヘ

タ
Y
場
合
－
一
A

同
量
カ
或
A

僅
カ
グ
、
増
加
ジ
ア

注
射
ジ
タ

y
っ
注
射
－
二
腹
腔
内
注
射
ヲ
用
ヒ
タ

y
。
皮
下
－
一
注
射
ス

山戸時

－一
A

膿
湯
ヲ
形
成
ス

Y

場
合
多
キ
ニ

ヨ
リ
コ
レ
ヲ
用
ヒ
ザ
リ
キ
。

以
上
ノ
方
法
品
ヨ

p
「
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
ヲ
用
ヒ
ア
犬
八
頭
ア
見
授
シ
、
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
用
ヒ
ア
犬
十
九
頭
ヲ
免
疫
ジ
タ

y
υ
何

レ
ノ

場
合
－
一
号
二
回
乃
至
六
回
ノ
注
射
ヲ
行
ヒ
ジ
後
注
射
－
一
堪
ヘ
ズ
ジ
ア
死
己
ス

Y

モ
ノ
多
ク
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
免
疫
ノ
場
合
－
二
中
途
－
一
ア
三

頭
ヲ
失
ヒ
、
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
シ
」
見
疫
ノ
場
合
－
二
十
三
頭
ヲ
失
ヘ
リ
。
印
チ
「
．
ρ

ン
ク
レ
ア

チ
ン
」
兎
疫
ヲ
行
プ

モ
犬
ノ
コ
レ
ュ

封
ス

Y
抵

抗
力
ノ
容
易
－
一
増
加
セ
ザ
Y
ヲ
知

v
y
。

血
清
「
ア
ン
チ
ト

y
プ
ジ
シ
L
償
ア

4
0
ロ

HWZぬ
回
目
玉
ロ
ロ
ロ
ロ
島
旨
t
u
g
－
南
氏
方
法
ヲ
麓
吏
シ
b
p
y
余
ノ
方
法
－
一
－
プ
測
定
シ
タ
w
F

二
、
注
射
開
始



ヲ

P
一
ヶ
丹
後
－
一
A

殆
ン

r襲
化
ナ
キ
カ
或
A

減
少
シ
、
増
加
ス
M
Y

コ
ト
稀
ナ

y
。
一
ヶ
月
竿
乃
至
三
ヶ
月
後
－
一於
・
プ
モ
動
物
－
一

ヨ
y
「
ア
ン

チ
ト

y
プ
ジ

ン
」
償
ノ
増
加
ス
UN

場
合
ト
、
増
加
セ
ザ
Y
場
合
ト
ア

y
。
且
増
加
ノ
程
度
モ
動
物
－
一
ヨ
リ
テ
一
強
弱
ア

y
。

大
野
氏
A

「ト

y
プ
シ
シ
」
免
疫
ヲ
長
期
間
持
績
ス
レ
バ
、
コ
レ
エ
抜
行
シ
，
プ
血
清
「
ア
ン

チ
ト
y
プ
ジ
ン
L
債
増
加
ス
ト
報
告
セ
ラ
レ

、
コ
レ

ニ
反
シ
ア

4
・
出
旬
開

H55

5門
戸

田

町

HHzyauEhr－－
戸】司

氏
等
A

免
疫
ヲ
持
緩
ス
Y

毛
、
コ
レ

ニ
並
行
シ
ア
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リy
プ
ジ
ン
」
債
増
加

セ
ズ
ト
報
告
ス
。
余
ノ
賞
験
例
－
一
於
－
プ
A

免
疫
ヲ
持
績
ス

Y

－
一
従
ヒ
血
清
「
ア
ン
チ
ト
η
ノ
プ
シ

ン
し
債
ノ
増
加
シ
タ
Y
場
合
屯
ア
リ
ノタ

v
r、鈴

リ
増
加
セ
ザ
Y
場
合
モ
ア
η
ノ
キ
。
故
－
一
余
A

血
清
「ア

ン
チ
ト

y
プ
シ
ン
」
債
増
加
ノ
程
度
A

動
物
一
一
ヨ

y
－プ

一
様
ナ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
ナ
ラ

ン
ト

信
ズ
。

第
三
節
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
ブ
シ
ン
」ト
ノ
協
同
作
用
ヲ
霞
明
ス
ル
賓
駿

。＝｝O己
豆
コ
J
S

氏
著
書
－
一
モ
肱
－
一
記
セ

Y
ガ
知
ク
「
ト

9
プ
シ
ン
」
－
一
A

殺
菌
作
用
ム
ノ
シ
。
然
グ
ニ
余
ガ
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ノ
一
定
量

－
一
少
量

ノ
「
ト
η
ノプ

ジ
ン
」
ヲ
附
加
シ
ア
作
用
サ
セ
、
封
照
ト
ジ
ア
A

同
量
ノ
商
液
／
ミ
ヲ
作
用
サ
セ

タ
Y

－
一
、
「
ト
η
ノ
プ
ジ

ン
」
ヲ
附
加
ス
Y
ト
菌
液

ノ
毒
力
増
加
ス

Y
ヲ
知

v
y、
又
同
時
二
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
見
疫
血
清
ヲ
作
用
す
ス

Y
ト
試
験
動
物
ノ
議
後
佳
良
ト
ナ
Y

ヲ
知
レ
リ
ノ
。
以
下
順
ヲ

迫
ア
ア
コ
V

ニ
閲
ス

Y
賓
験
ヲ
記
載
セ
ン
。
試
験
－
一
用
ア
Y
「ト

y
プ
ジ
ン
」
及
ピ
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
A

何
V

モ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ノ
毒
力
検

査
及
ピ
免
疫
－
一
使
用
シ
タ
Y

ト
同
一
J

毛
ノ
ヲ
用
ヒ
、
何
レ
ノ
場
合
－
一モ

0
・
八
五

μ殺
菌
食
関
水
一
一
溶
解
シ
ア
用
ヒ
タ

y
。
閉
塞
腸
管
内
容

菌
ト
シ
ア
A

鰹
重
四
・
六
研
ナ
Y
雄
犬
－
一
室
腸
軍
純
閉
塞
ヲ
設
置
シ
．
術
後
第
十
二
日
ニ

死
己
シ
ア
カ
ラ
直
チ
ニ
閉
寒
腸
管
内
容
ヲ
採
取
シ、

寒
天
斜
面
培
養
基
ニ
培
養
シ

タ
Y

モ
ノ
ヲ
用
ブ
。
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ム
梓
菌
ト
球
菌
ト
ノ
混
合
ナ
y
d
N

詳
細
ナ
Y

細
菌
接
的
検
査
ヲ
行
λ

ザ

9
キ
。
毒
力
検
査
－
一
A

コ
ノ
内
容
菌
ァ
二
十
四
時
間
三
十
七
度
解
竃
－
一
培
養
シ

タ
Y

モ
ノ
ヲ

0
・八
五
%
殺
菌
食
瞬
水
－
一
－
プ
稀
蒋
シ
ア
使
用
セ

時
ノ
。
細
菌
ノ
毒
力
A

培
養
ヲ
重
ヌ

Y

－
一
従
ヒ
鐙
化
ス
ペ
ク
、
且
同
一
濃
度
ノ
菌
液
ヲ
製
造
ス

Y

コ
ト
閤
難
ナ
レ
バ
、
余
λ

必
ズ
同
時
－
一
同

一
菌

液
ヲ
用
ヒ
ア
封
照
試
験
ヲ
行
へ

y
。

（
一
）
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
中
毒
＝
調
ス

ル
正
常
犬
血
清
及
ピ
「
ト
リ
プ

シ
ン
」
免
疫
血
清
ノ
効
果

一

貧
験
方
法
先
ヅ
怪
童
一
一
地
乃
至
三
冠
ヲ
宥
ス
ル
小
犬
六
頭
晶
「
ト
P
プ
シ
y
」
ヲ
鰻
重

一

一
延
ユ
ツ
キ

三
・O
瓦
ノ
割
合一一

0
・
八
五
%
殺
菌
食
臨
水
一
一
溶
解
シ
テ
腹
腔
内

へ
注
入

ス
。
実
ニ
其
中
ノ
＝
一
一政一
一
ハ
正
常
犬
血
清
ヲ
強
重
一
砥
ニ
ツ
キ
一

O
乃
二
O
括
ノ
割
合
ニ

第
五
巻

，...、
原

箸
』d

牛

国

六
二
五

（
第
多
競

一
三
五
｝



第
五
巻

T『

原

著
L」

牛

回

皮
下
或
ハ
腹
腔
内
へ
注
入
λ

。
他
ノ
＝
一
頭
ユ
ハ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヂ
免
疫
シ
タ
ル
第
三
円
十

競
犬
ヨ
リ
得
シ
血
清
ヲ
稔
重
一
庖
＝
ツ
キ
一

O
銘
ノ
割
合
＝
皮
下
或
ハ
腹
腔
内
へ
法
射
シ

夕
日
。
第
＝
一
両
十
競
犬
ハ
「
ト
P
プ
シ
y
」
ヲ
六
回
注
射
シ
、
最
終
一一
ハ
一
疋
ユ
ツ
キ
＝
一
－

O
叉
ノ
割
合
＝
注
射
シ
、
十
四
円
後
採
血
シ
9

ル
モ
ノ
＝
ジ
手
術
油
開
「
ア
Y

チ
ト
リ
プ

ジ

γ
」
低
ハ
免
疫
前
三
五
ナ
リ
シ
モ
ノ
ガ
免
疫
後
四
O
ト
ナ
リ
シ
ノ

ミ
ナ
り。

賞
験
結
果
煩
雑
ヲ
遜
タ
ル
魚
メ

z
－
表
解
シ
、
之
レ
ヲ
第
三
表
三
万
シ
タ
り
。
コ
レ
品
ヨ

レ
パ
正
常
犬
血
清
ヲ
法
射

シ
ゲ
ル
場
合
＝
ハ
一
一
一
例
会

部
二
十
四
時
間
以
内
Z

死

亡
シ
、
免
疫
血
清
ヲ
注
射

シ
タ
ル
場
合
－
一
ハ
二
例
ハ

二
十
四
時
間
以
内
＝
死
亡

シ
、
一
例
ハ
生
存
セ
リ
。

故
ニ
「
ト
リ
プ
シ

y
」
免
疫

血
清
ハ
「
ト
リ
プ

シ
y
」中

毒
ユ
封
シ
僅
カ
ナ
ル
治
療

的
効
果
ア
リ
ト
イ
7

4
キ

ナ
リ
。
剖
同
泊
所
見
ハ
何
レ

モ
同
一
－
一
テ
「
ト
り
プ
シ

y
」
中
毒
死
ト
同
様
ノ
所

見
ナ
リ
。

Lトロプシン守中毒＝聖母スル正常犬血清及ピ
しトリプシン1免疫血清ノ：効果

｜ ｜当フシン＝~1 血清注日 l注射後椋蹄犬怪童 性 ス（骨ル量重）一 （組重一砥＝封λノレ）

3000瓦 ♀ 3.0瓦 正常犬血清10銘（皮下）24日寺間以内＝死亡

1420 色 3.0 正常犬血清15耗（腹腔）24時間以内＝死亡

1270 ♀ 3.0 正常犬血清20沌（皮下）24時間以内＝死亡

1200瓦 色 3.0瓦

1600 0 3.0 免疫血清 10沌（腹腔）i24日寺間以内＝死亡

1050 ♀ 3.0 ｜免疫血清 IO粍（皮下）「ヒ日以上健在

第三表

士
一）
小
犬
＝
於
ケ
ル
開
審
腸

管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
プ

シ
シ
」
ト
ノ
協
同
作
用

及
ピ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
免

疫
血
清
ノ
効
果

六
一
一
六

（
第
参
披

一
一ーι，ノ、
） 

賞
験
万
法
（
イ
）
寅
験
動
物
ト
シ
テ
ハ
小
犬
ヲ
用
7
。
慢
重
同
一
ナ
ル
小
犬
ヲ
多
数
品
得
ル

ヨ
ト
困
難
ナ
レ
パ
、

余
ハ
生
後
大
凡
五
十
目
前
後
／
小
犬
ヲ
用
意
シ
、
同
腹
ノ

モ
ノ
7

二
頭
或
ハ
四
頭
ヲ
一

群
ト
シ
、
木
試
験
ト
封
照
試
験
ト
ハ
必
ズ
同
腹
／
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
テ

賓
験
シ
、
ナ

ル
ベ

ク
正
確
ナ
ル
値
ヲ
得
ル
コ
ト

ュ
努
力
セ

H
O

（
ロ
）
菌
液
ト
シ
テ

ハ
閉
塞
腸
管
内
容
蘭
ヲ
寒
天
斜
面
培
養
基
＝
一
塗
布
シ
、
僻
骨
窓
昌

二
十
問

時
間
培
養
シ
タ
ル
モ
f

一
一斜
面

7
0
・
八
五
%
食
関
水

一
0
・0
括－一
溶
解
シ
タ
ル

モ
ノ

ヲ
用
7
0

（
ハ
）
「
ト
リ
プ
シ

y
」
免
疫
血
清
ハ
犬
第
二
百
六
十

一
務
ま
リ
探
淑
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
犬

第
二
百
六
十
一
般
ユ
ハ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
七
回
注
射
uy

、
最
終
＝
ハ
健
重

一
庖
ユ
ツ
キ

＝了
O
叉
ノ
割
合
＝
注
射
シ
、
十
四
日
後
採
血
シ
n
？
”
。
血
清
「
ア

ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」償

ハ
注
射
前
三
王
ノ
モ
ノ
免
疫
ユ
ヨ
リ
八
五
ト
ナ

レ
リ
。

（
品
）
寅
駿
（
I
）
、
（

E
）、（
E
）、（
H
U
）、（
V
）
一一
ハ
各
二
頭
ノ
同
腹
／
小
犬
ヲ
用
意
シ、

木
試
験
／
小
犬
品

ハ
商
液
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ヲ
同
時

品
腹
腔
内
へ
治
射
シ
、
野
照
一
－

ハ
閑
液
ノ

ミ
ヲ
法
射
シ
タ
リ。

（
ホ
〉
貧
験
八M
U
）
、
（
m
m）
－一於－
ア
ハ
木
試
験
品

ハ
菌
液
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
L

及
ピ
「
ト
リ
プ
シ

ン
」
免
疫
血
清
ヲ
注
射
シ
、
制
到
照
－
一
ハ
商
波
及
ピ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
プ
注
射
シ
9
p
o

寅
験（
I
）
乃
至
（
m
m
ν
ノ
結
果
7
表
解
シ
第
四
表
＝

一万
シ

タ
リ
。

第
四
表
7
見
ル
品

質
験
（
I
）
－
一
於
テ
ハ
木
試
験
及
ピ
封
照
ノ
動
物
何
レ

モ
二
十
四
時
間

以
内
＝
死
亡
ス
。
資
験
（
E
）
乃
至
（
Y
）
－
－
於
テ
ハ
木
試
験
／
動
物
ハ
何
レ
モ
野
照
ノ
動

物
ヨ
リ
モ
生
存
期
間
長
シ
。

剖
見
所
見
注
射
後
二
十
四
時
間
以
内
畠
死
亡
セ

シ
モ
ノ
＝

ハ
汎
傍
性
化
膿
性
腹
膜
炎

ア
p
。
六
日
間
以
上
生
存
セ
シ
モ
ノ
－
一

ハ
全
身
z

蔵
複
ア
レ
ド
腹
膜
炎
ナ
シ
。

貸
験
（
M
U
〉
／
本
試
験
／
動
物
ハ
何
レ
モ
生
一仔
シ
、
当
照
ノ
動
物
ハ
二
十
四
時
間
以
内
一
一

死
亡
λ

。
店
員
験
（
四
国
）
－
一
於
テ
ハ
雨
者
何
レ
モ

二
十
四
時
間
以
内
－
一
死
亡
ス。

剖
見
所
見
注
射
後
二
十
四
時
間
以
内
－
－

死
亡
シ
ダ
’J
U
モ
ノ
＝
ハ
汎
俊
性
化
膿
性
腹
膜

炎
ア
明
。



ノ］、犬＝於ケル閉塞腸管内容商人トリプシン1ト／協同作用

及ピLトリプシン1免疫血清／効果

i瑚重l巧雫Fヲ言ン1詰( f骨 一 ( 一砥＝封
性 二罫スル＞I ＝書よ~~） よFレ） 珂 I 

l~げ11 0.2瓦｜ ｜…亡竺L 己~主l / I 124時間以内亡i
邸時汀 2250京中｜ L'i括 I o.5;i記
笈験JI 2ゆ出会 ~I i:5完 ｜ ／ 

l餓 II ~g：箆； 1 1：：ま I o;,5x I 際間以内＝死亡

事 10-nn 1 30'.Etcl .C銘 I 0.2玄 ｜ げ日後死亡
資験nn1150会；Ii：砿 I / I li1a後死亡

》京 ！ 問時間以内＝死亡

I 健在

l健在健｛£
24日寺間以内＝手E亡i
24時間以内＝死亡

10主主
10~ 
／ 
／ 

0.5叉
0.5l( 
0.5:!{ 
0.5瓦

笈験v1g~g; ~ 

1000玄8

蛾 ＇l1g出雲；
1250支♀

[24時間以内二死亡l
i24日寺間以内＝死口

0.5叉
0.5Jj( 

寅験1官11850瓦8
1220叉中

10均
／ 

以
上
ノ
結
果
ヲ
総
合
ス
ル
ユ
仰
商
ヲ
致
死
盆
以
下
＝
注
射
シ
タ

ル
場
合
－
一
、
ヲ
レ
－
一

一足

－
一
最
小
致
死
量
ノ
十
五
分
ノ
一
乃
至
六
分
ノ
一
ノ
「
ト
リ
プ
シ

y
」
ヲ
注
射
λ

ル
時
エ

ハ

後
後
ガ
著
シ
ク
不
夏
ト
ナ
ル
。
コ
ノ
時
一
二
見
ユ
「
ト
リ
プ
シ
y
L
鈍
・
住
血
清
ヲ
注
射
λ

レ

バ
濠
後
ガ
真
好
ト
ナ
ル
コ
ト
明
－
フ
カ
ト
ナ
レ
リ
。

締

｜糊間以内＝死亡l
6f:I後死亡

第四表

第
五
t
t

著...... 

V「

原

牛

回

会
一
）
小
犬
品
於
γ
ル
閉
塞
腸
管
内
容
関
ト
「
パ

ン
ク
レ
ア
チ
y
l一
ト
ノ
協
同
作
用

串
良
験
方
法
笈
験
動
物
及
ピ
甜
削
液
ハ
「
ト
リ
プ
シ
ン
－
－
F

／
協
同
作
用
検
査
ノ
時
ト
同
一

ノ
モ
ノ
十
日
。
・
米
試
験
／
動
物
－
一
ハ
繭
波
及
ピ
「
パ
ン

ク
レ
ア
チ

ン
」
ヲ
腹
腔
内
へ
渋
射

シ
、
嚇
到
照
＝
二
肉
液
ノ
ミ
ヲ
注
射
λ

。
貸
験
ノ
結
果
4

第
五
表
品
表
示
ス
。

表中健在 トアJレノ、七日間以上元気ヨク生存セルモノナリ

ィ、犬＝於ケノレ閉塞腸管内容菌トLパンクレ

アチン1トノ協同作用

第五衰

1.0生t
] .句E
1.0~ 
I.Otte 

LO~ I 
1.0施｜

｜ ｜菌液骨費注射量Lパンクレアチン1
犬惚性．重 （ 重一同！注射量（健重一疋 轄 鋳
ニ塗すλJレ） 品 ttスノレ）

rnoo京早 1悦！ 0.06Jj( 24時間以内＝死亡
笈験I
215(1叉8 1.0粍 ／ ， 24時間以内＝死亡

i5明宇 0.5銘 0.06叉 健在
資験E

;)] I）（）叉8 0.5)i,1§ ／ 健在

3750叉♀ I. ：~）.＼［； 0.06京 健在
資験E
3450京色 ／ 健在

1400叉♀ 1.5蛮E 0.2瓦 24時間以内＝死亡
笈験阻
1000笈8 1.5括 ／ 健在

表中健在トアJレハ七日間以上元気ヨク生存セJレモノ

第
五
表
ヲ
見
ル

－一
貫
験
（

I
）
一
一
於
－7

円
前
液
／
悉
カ
b
m
H
＝
強
力
ナ
日

シ
ニ
ヨ
リ
、
木

試
験
及
ピ
針
照
試
験
ノ
動
物
共一一

一一
十
四
時
間
以
内

ユ
死
亡
シ
。
食
品概
（
E
）
及
ピ
（

E
）

－
一
一
於
テ
ハ
雨
者
共
一
一
生
存
シ
、
差
異
ヲ
認
ム
ル
能
ハ
ズ
。
貸
験
（
困
）
ユ
於
」ア

ハ
木
試
験

ノ
動
物
ノ

ミ
死
亡
シ
タ
ル

ガ
、
大
量
ノ
「
パ

y
ク
レ

ア
チ
ン
」
ヲ
使
用
シ
タ
リ
。

六
二
七

（
第
品
砂
時
抗

一
三
七
〉



第
五
谷

牛

F可
原

著..... 

凪

制
見
所
見
二
十
問
時
間
以
内
－
一
死
亡
セ
シ
モ
F

ユ
ρ

汎
後
性
化
膿
性

腹
膜
炎
ア
リ
。

（
問
）
「
マ
ウ
ス
」
品
費
λ

ル
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
毒
カ
及
ピ
正
常
犬
血
清
ト

「
ト
リ
プ
シ
ン
L
免
疫
血
清
ノ
ヨ
レ
ェ
及
ポ
ス
影
響

資
験
方
法
貨
験
（
I
〉－一テ
ρ

「ト
H
プ
シ
ン
」
ヲ

0
・
，
ヘ
五
%
食
関
水
晶

溶
解
シ
、

0
・
五
玄
乃
至
0
・
0
五
哀
ヲ
「
7

ウ
ス
」
ノ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、

二
十
閲
時
間
内
－
一
「
マ
ウ
ス
」
ヲ
輪
開
ス
最
小
致
死
最
ヲ
定
ム
。

資
験
（

E
Z於
テ
ハ
賞
験
（

I
〉
ト
同
様
品
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
「
7

ウ
ス
」

／
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
十
分
閉
経
過
シ
テ
カ
ラ
夏
ユ
正
常
犬
血
清
一
・

o

括
ヅ
、
腹
腔
内
へ
注
入
ス
。

賞
験
（

E
Z
於
テ
ハ
寅
験
（

I
）
ト
同
様
－
一
「
ト
リ
プ
シ
況
」
ヲ
「
7

ウ
ス
」

ノ
腹
腔
内
へ
注
入
シ
、
十
分
間
経
過
シ
テ
カ
ラ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫
ヲ

施
シ
タ
ル
犬
第
二
百
六
十
一
波
ノ
血
清

0
・
五
路
ヅ
、
ヲ
腹
腔
内
へ
注

入
見
。
ヨ
ノ
免
疫
血
清
ハ
第
閲
表
三
市
シ
タ
ル
笈
験
一
一
用
ヒ
ジ
ト
同
一

／
血
清
ナ
り
。

Lマウス1ュ遣すスJレLトリプシンリ毒カ及ピ正常犬血清

トLトリプシン守禿疫犬血清トノコレ＝及ポス影響

大
二
八

（
第
ゑ
競

一一二八〉

IL 7 ウス， Iしトリフシ十日盆清ト｜爽：（｝＼犬7血シ清ン~124日寺蹄陥
惚重注射量法射 i射 ／斡

13.5茨 0.5瓦 死

13.5 0.4 死

笈験I
13.5 0.3 死

13.5 0.2 死

12.5 0.1 生

12.5 I 0.05 生
、

0.5叉 1.0粍 死

13.5 0.4 1.0 死

質験E
13.5 0.3 1.0 死

10.5 0.2 1.0 死

9.6 0.1 1.0 病

9.0 0.05 1.0 生

12.0玄 0.5瓦 0.5妬 死

11.5 0.4 0.5 死

実験目
11.5 0.3 0.5 生

11.0 0.2 0.5 生

11.0 0.1 0.5 生

10.5 0.05 0.5 生

資
験
（

I
）（

E
X
E）
／
結
果
ヲ
第
六
表
＝
表
示
シ
タ
リ
。

第
六
表
ヲ
見
ル
品
「
ト
リ
プ
シ
y
」
／
「
マ
ウ
ス
」
ヲ
二
十
凶
時
間
以
内
一
一

鎚
ス
最
小
致
死
量
ハ
穂
重
一

O
気
品
換
算
見
レ
パ

0
・
一
五
支
ナ
リ
0

2

レ
ュ
正
常
犬
血
清
一
・

O
路
ヲ
同
時
＝
注
射
ス
ル
モ
最
小
致
死
量
ハ
惚

重
一

O
瓦
ニ
割
シ

0
・
一
九
天
ナ
ル
ガ
、
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫
血
清
7
0
・
五
銘
ヅ
、
同

時
一
ご
注
射
ス
ル
時
昌
ハ

0
・
三
五
丸
ト
ナ
ル
。
故
－
一
「
ト
リ
プ
シ
ン

‘免
疫
血
清
ハ
「
ト
り

プ
シ
ン
」
中
悉
ニ
割
シ
著
明
ナ
ル
治
療
的
効
果
ア
リ
ト
イ
フ
ベ
キ
ナ
乱
。
コ
レ
ニ
反
シ
テ

正
常
犬
血
清
－
－
ハ
コ
ノ
作
用
ナ
シ
。

〈
五
）
「
マ
ウ
ス
」
－
一
於
ケ
ル
閉
塞
腸
管
内
容
繭
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用

賓
験
方
法
貨
験
〈

I
〉
畠
於
テ
ハ
閉
塞
腸
管
内
容
商
然
、
天
斜
面
二
十
凶
時
間
培
養
一
斜
面

7
0
・
入
五
%
殺
前
食
際
水
一

O
O
H陥
＝
一
機
解
シ

F
ル
モ
ノ
ヲ
前
液
ト
シ
、
木
試
験
－
一
ハ

第六表

ノモレタ衰
存
在
楓
亡

生
元
死

ノ

ノ

ノ

生
病
死

f

、，I、f
k

d
吋表

種
々
ナ
ル
量
ノ
菌
液
ト

0
・
0
ニ
叉
ト
り
プ
シ
y
L
ト
ヲ
同
時
品
問
胞
内
へ
注
入
シ
、
当

照
ユ
ハ
菌
液
ノ
ミ
注
射
ス
。

賞
験
（
E
）
一
一
於
テ
ハ
菌
液
ハ
貸
版
（

I
）
ト
問
機
－一
注
射
シ
、
「
ト
リ
プ
シ

y
」
ハ
木
試
験

＝
於
テ
ハ

0
・
0
一
反
茨
ヅ
、
決
射
U
F
P
。

貸
験
（

E
〉
－
一
於
テ
ハ
繭
液
ト
シ
テ
ハ
一
斜
面
ヲ

0
・
八
五
%
食
間
関
水
一

0
0
0
路
一
－
溶

解
シ
B
T

ル
モ
ノ
ヲ
用
7
。木
試
験
一
一
ハ
「
ト
リ
プ
シ
ン
L

ヲ
0
・0
一
五
叉
ヅ
、
注
射
見
。

賓
験
（

I
X
E〉（
E
〉
／
結
果
ヲ
第
七
表
－
一
表
示
シ

9

H
。



L '7ウス守ユ於 ケJレ閉塞腸管内容菌ト

しトりプシン1トノ協同作用

第七表

｜♂寸穏重荷液注射量［Lr;_ ;.; f[ ,,24日間後ノ欄
11.0瓦 1.0路 死

主す 11.0 0.8 死

照 11.0 0.6 死

試 11.0 04 生

験 11.0 0.2 生

10.5 0.1 生

資験I
12.0瓦 1.0均 0.02瓦 死

本 12.0 0.8 0.02 死

12.0 0.6 0.02 死
試
12.0 り4 0.il2 死

験 11.0 
0.2 0.02 死

11.0 0.1 0.02 死

整f
12.0瓦 1.0J);g 生

12.0 0.8 生
R百
10.0 0.6 生

試
9.5 0.4 生

験
9.0 0.2 生

賞験I
1.0銘 0.015叉 死

本 13.0 0.8 0.015 病

試 12.0 0.6 0.015 死

験
10.0 0.4 0.015 ~I!. 

10.0 0.2 0.015 生

封
13.0叉 0.8J);g 死

12.5 0.6 死
R官
12.0 0.4 死

試
12.0 0.2 死

験
11.0 0.1 苑

資験E
13.0叉 0.8括 0β151¥ 死

本 13.0 0.6 0.015 死

試 12.0 0.4 0.015 死

験
12.0 0.2 O.oI5 死

11.0 0.1 0.015 死

第
七
表
ヲ
見
ル
一
一
由
貿
験
（

I
）
及
ピ
〈
E
）
－
一
於
テ
ハ
商
液
ト
同
時一一
「
マ
ウ
ス
」
惚
重
一

O

ヌ
＝
…
封
ス

ル
最
小
致
死
量
ノ
十
分
ノ

一
乃
至
七
分
ノ
一
弱
／
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
注
射
シ

タ
ル
末
試
験
＝
於
テ
ハ
針
照
ヨ

F
モ
競
後
著
シ
ク
不
一
一
ト
ナ
ル
。
資
験
（
E
）－一

一於
チ
ハ

菌
液
ノ
現場
カ
強
力
リ
シ
然
メ
ユ
楚
異
ヲ
認
ム
ル
ヲ
得
ズ
。

（
六
）
「
マ

ウ
ス

」
－
－
於
ケ
ル
閉
寒
腸
管
内
容
前
及
ピ
「
ト
リ
プ
シ
ン
ー中
毒
一
一
封
λ

ル
「
ト
リ

プ
シ

ン
」
免
疫
血
清
ノ
効
果

貸
験
方
法
菌
液
ト
シ
テ
ハ
閉
塞
腸
管
内
容
蘭
／
索
、
天
斜
面
二
十
四
時
間
培
養
一
斜
而
ヲ

0
・
八
五
%
食
隠
水

一
0
0
0路
＝
溶
解

シ
タ
ル
モ
ノ

ヲ
用
7
0

「
ト
リ
プ
シ

γ
」
免
疫
血
清
ハ
犬
第
二
百
六
十

一
競
ヨ

リ
探
収
シ
担

ル
モ
ノ

ユ
テ
、
第
六

表
＝
記
載
シ
タ
ル
寅
験

－一
周
ヒ
シ
ト
周

一
ノ
モ
ノ

ナ
日
。

第
一
一
貫
験
／
鈴
照
試
験
－
一
ハ
菌
液
0
・六
花
、
「
ト
リ
プ
シ
ン

0
・0
一
五
瓦
ト
ヲ
腹
腔

内
へ
注
入
シ
、
・
本
試
験

－一
ハ市阿
波
及
ビ
「
ト
リ
プ

シ
ン
与

野

照
ト
同
様
－
一
一注
射
シ
、
夏

一
一
五
分
間
ヲ
経
過
シ

テ
カ
ヲ
免
疫
血
清
一

－
O
銘
ヲ
腹
腔
内
へ

注
入
ス。

第
二
貸
験
孟

於
テ
ハ
商
液
ノ
量
ヲ

0
・＝
一
括
ト
ナ

シ
、
「
ト
P
プ
シ
ン
宇佐
ヲ
0
・
0
三
叉

第
五
巻

箸
・I-I 

大
二
九

（第
参
稼

F『
原

牛

一一一一九）
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4致 え存験 Z ゅー君~...婆tスh トリ 7・シン可免疫犬血液ノ効果 果 9
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o 注用デ
射二
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死

死

死

生

生

死

六
三

O

〈第
参
披

一
四

O
）

五

%
食
腹
水
一

0
0
0泥
－一
溶
解
シ
タ
ル
モ
ノ

ヲ
源
滅
的
ユ
腹
腔
内
へ
注
射
ス
。

資
験
（
E
）
－
一
於
テ
ハ
寅
験
（
E
）
－
一
一
周
ヒ
シ
術
液
ト
同
時
－
一
「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
院
腔

内
へ
注
入
ス
。

府民
験
結
果
ヲ
第
九
表
三
表
示
ス

。

Lマウス，..＿於ケル閉塞腸管内容菌トLパンクレ

アチン守ト ノ協同作用

第九表

｜ 守｜ Lパンクレ 1鰻しマウス重 射ア量チン1注 菌液注射量 124日寺間後ノ称蹄

13.り瓦 ｜ 0.1瓦 死
12.0 0.08 死

貸験I
10.0 0.06 死
10.0 0.04 

死生10目。 0.02 
10.0 0.01 生

13.5ヌ 1.0姥 生
13.0 0.8 生

賞験E
12.0 0.6 生
10.0 0.4 生
9.0 0.2 生
9.0 0.1 生

14.5京 0.001叉 1.0沌
死病14.0 0.001 0.8 

貧験E
14.0 0.001 0.6 死
12.0 0.001 0.4 

死生
12.0 0.001 0.2 
11.5 0.001 0.1 生

第
九
表
ヲ
見
ル
畠
「
パ

シ
タ

レ
ア
チ
ン
」
ガ
「

マ
ウ
ス
」
ヲ
二
十
凶
時
間
内
－
一

艶
ス
最
小
致

死
量
ハ
棺
重
一

O
叉
二

ツ
キ

0
・0
問
叉
ナ
リ
。

資
験
（

E
）
及
ピ
（

E
〉
ヲ
比
較
ス
ル
ユ
最
小
致
死
量
／
四
十
分
ノ
一
／
「
パ
ン
ク
レ

ア
チ

y
」
ヲ
同
時
＝
注
射
λ

ル
モ
菌
液
ノ
毒
カ
ハ

著
シ
タ
増
加
ス
。



第
四
節

所
見
概
括
反
ビ
考
察

（
ご

5
・出
、百戸田町
2
・
3
H
J
C
・
p・5
E
守

口
0

・
）
ガ
小
犬
ヲ
二
十
四
時
間
以
内
ニ
一
姥
ス
最
小
致
死
量
A

開
重

一
研

ニ
山
首
ジ
四
・

O
克
ナ
リ。

週
間
以
内
ニ
一
舞
ス
最
小
致
死
量
三
子

O
克
ナ

y
。

可

2
5『
g
tロ
ロ
自
（
HiE
］

g
u
d
p
丘
団
会
。
。
）

ガ
小
犬
ヲ
二
十
四
時
間
及
ピ
一
週
間
以
内
ニ
紫
ス
最
小
致
死
量
A

同

一
ニ
ア

0
・
二
五
乃
至

0
・

三
五
克
ナ

y
o

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
大
量

ニ
注
射
ス

Y
時
ニ
A

著
明
ナ
Y
出
血
性
腹
膜
炎
ヲ
起
シ
、
脂
肪
組
織
ガ
消
化
テ
レ
ア
灰
白
色
ノ
瑳
勤
ト
ナ

ν
y

ヲ
見
Y
ガ
、
「
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
ア
大
量
一
一
注
射
ス

Y

モ
腹
腔
－
一
多
量
ノ
淡
黄
色
調
濁
セ
Y
惨
出
物
ヲ
見
Y
ノ
ミ

ニ
ア
、
腹
膜
ノ
充
血
モ
僅
微
ナ

レ
バ
惨
出
物
一
一
血
液
ヲ
合
ム
コ
ト
モ
僅
微
ナ
リ
ノ
。

今
己
毒
力
検
査
ュ
用
ヒ
b
y
y
「ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
及
ず
つ
ρ

ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
免
疫
元
ト

シ
ア
犬
ノ
腹
腔
内
へ
注
射
シ
47
免
疫
ス
Y

－
一
、
高
度
ノ
免

疫
ヲ
ナ
ス
コ
ト
不
可
能
ナ

y
キ
。
一
週
間
内
田
一
小
犬
ァ
第
ス
最
小
致
死
量
ノ
十
分
ノ

一
乃
至
三
十
分
ノ
一

量
ヨ

p
始
メ
漸
次
増
量
ス
Y
毛

動
物
A

中
途
－
一
ア
紫
レ
、
最
小
致
死
量
ニ
建
ジ
特
ザ
Y
場
合
多
ジ
。
血
清
「
ア
シ
チ
ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
債
モ
注
射
ヲ
重
ヌ

Y

－
一
従
ヒ
増
加
ス
w
y

場
合
ト
、
飴
リ
増
加
セ
ザ
Y
場
合
ト

ア
p
。
「
ト

y
プ
シ
ン
」
及
ピ
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
免
疫
ノ
障
害
ト
ナ
Y

モ
ノ

A
J
レ
ュ
合
？

y
、
雑

菌
ノ
影
響
ナ
9
0
サ
ノ
レ
ド
余
ム
無
菌
的
製
剤
ァ
購
入
シ
得
ザ
η
ノ
シ
ニ
ヨ

y
、
無
菌
的
ノ
モ
ノ

ニ
ツ
キ
賓
駿
ス
M
Y

ヲ
得
ザ
リ
キ
o

（
三
）
「
ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
免
疫
犬
血
清
A

小
犬
及
ピ
「
マ
ヲ
ス
」
ノ
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
中
毒
－
一
封
ジ
治
療
的
効
果
ア

9
0
正
常
犬
血
清
－
一
A

2

ノ
作
用

ナ
シ
。

．．
 

（
四
）
同
腹
ノ
小
犬
二
頭
グ
・
用
意
ジ
、
一
方
－
一
A

開
業
腸
管
内
容
蘭
液
ノ
ミ
ヲ
腹
腔
内

へ
注
射
シ
、
他
方
ノ
動
物
－
一
A

同
量
ノ
蘭
液
ト
共
－
一

「
ト
刊
ノ
プ
シ
シ
」
ノ
小
犬
ヲ
一
週
間
以
内
ニ
一
姥
ス
最
小
致
死
量
ノ
十
五
分
ノ
一
乃
至
六
分
ノ

一
ヲ
同
時
－
一
腹
腔
内

へ
注
射
ジ
ア
比
較
シ
タ

y

－
一
、
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
し
ヲ
同
時
－
一
注
射
ス

Y
時－一
A

多
ク
ノ
場
合
－
一
一
課
後
著
シ
ク
不
良
ト
ナ
Y
。
郎
チ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
A

細
菌
作
用
ヲ
阻
止

セ
ズ
シ
ア
寧
ロ
増
進
セ
シ
ム

Y
作
用
ア

y
ト
イ
ア
ペ
キ
モ
ノ
ヂ
、
換
言
ス
レ
バ
雨
者
ノ
閑
品
協
同
作
用
ア

y
ト
イ
ア
ペ
キ
ナ

y
。

第
五
巻

F『

原

箸
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牛

国
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一四一一）

同
腹
ノ
小
犬
ノ
一
方
ノ
モ
ノ
ユ
A

閉
寒
腸
管
内
容
商
液
及
ピ
最
小
致
死
量
ノ
六
分
ノ
一
ノ
「
ト
ソ
プ
ジ
ン
」
ヲ
同
時
一
一
腹
序
内
へ
注
射
シ
、
他

方
ノ
モ
ノ
ニ
A

雨
者
－
一
加
フ
Y

－
三
ド
η
ノ
プ
ジ
ン
」
兎
疫
血
清
ヲ
注
射
ジ
タ
Y

－
一
、
血
清
ヲ
注
射
シ
タ
Y
動
物
A

生
存
シ
、
掛
照
ノ
血
清
ヲ
注

射
セ
ザ
Y

モ
ノ
A

死
己
ス
。
故
－
一
細
菌
ト
「
ト
リ
プ

γ

y
L
ノ
少
量
ト

ヲ
同
時
－
一
作
用
サ

ス
Y
ト
雨
者
ノ
協
同
作
用
ノ
結
果
議
後
不
良
ト
ナ

y
－
一
反
シ
、
コ
ド
ュ
「
．
ト
9
プ
ジ
ン
L
免
疫
胤
清
ヲ
作
用
サ
ス

Y
ト
濠
後
佳
良
ト
ナ
w
y

ト
イ
ア
ペ
キ
ナ
リ
y
o

「
1
F
P
プ
ジ
ン
」
－
一
代
ア
Y

－
二
ー
バ
シ
グ
レ
ア
チ
シ
」
ノ
少
量
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
場
合
－
一
A

、
細
菌
ト
「
バ
ン
ク

レ
ア
チ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用
ヲ
認

ム
M
F

コ
ト
困
難
ナ
η
ノキ。

（
五
）
「
マ
ク
ス
」
ヲ
二
群
－
一
分
チ
、
一
方
－
二
閉
塞
勝
管
内
容
菌
液
ヲ
遁
械
的
ュ
腹
腔
内
へ
注
射
ジ
、
他
方
ノ
モ
ノ
二
月
菌
液
ト
同
時
－
一
「
？
？

ス
」
ヲ
二
十
四
時
間
内
ニ
一
姥
ス
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
ノ
最
小
致
死
量
ノ
大
凡
十
分
ノ
一
乃
至
七
分
ノ
一
ヲ
注
射
ジ
雨
者
ヲ

比
較
シ

タ
Y

－一
、
「
ト
9

プ
ジ
シ
」
ヲ
同
時
二
注
射
ス

Y
場
合
－
二
菌
液
ノ
毒
力
著
明
－
一
増
加
ス

Y
ヲ
見
y
。
蘭
液
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ト
同
時
－
一
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫

血
清
ヲ
注
射
ス

Y
ト
議
後
佳
良
ト
ナ
U
F
O

故
－
二
ー
ア
ヲ
ス
」
－
一
一
於
ア
毛
細
菌
ト
少
量
ノ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ト
ヲ
同
時
－
一
作
用
す
ス

Y
ト
、
協
同
作

用
二
ヨ
リ
ア
細
菌
ノ
毒
力
増
加
シ
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
免
疫
血
清
A

此
ノ
毒
力
増
加
ヲ
閉
止
ス
Y
モ
ノ
ト
イ
ヒ
得
。

「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
f

少
量
ヲ
細
菌
ト
共
－
一
作
用
サ
ス

Y
場
合
－
一
毛
、
同
様
－
一
細
菌
ノ
毒
力
増
加
ス
。

（
六
）
以
上
ノ
所
見
－
一
ヨ

y
閉
塞
腸
管
内
容
菌
ト
同
時
－
一
最
小
致
死
量
ヨ
リ
蓬
カ
ニ
少
量
ノ

「
ト

y
プ
ジ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
ヲ
作

用
サ
ス

Y
ト
、
雨
者
ノ
協
同
作
用
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
細
菌
ノ
毒
力
増
加
シ
、
「
ト
リ
プ
ジ
シ
」
免
疫
血
清
A

コノ

毒
力
増
加
ヲ
阻
止
シ
得
Y
ト
イ
フ

ペ
キ
ナ

p
。
周
知
ノ
如
ク
躍
酸
「
ペ
プ
ジ
シ
」
溶
液
－
一
A

殺
菌
作
用
ア
レ

r．
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
－
一
A

殺
菌
作
用
無
キ

ノ
ミ
ナ
ヌ
ズ
寧
ロ
細

菌
ノ
毒
カ
ヲ
増
加
セ
シ
ム
。
コ
ノ
ヨ
ト
ェ
閥
シ
ア
A

余
ノ
洩
準
未
グ
文
献
ヲ
費
見
セ
ズ
。
僅
－
一

m
c
y
C
5
52
氏
ノ
質
験
ア
レ
ド
、
氏
A

賓

験
例
少
数
デ
掛
照
試
験
ト
本
試
験
ト
ヲ
同
－
一
保
件
ノ
下
二
並
立
す
セ

テ
遂
行
ジ
居
ラ
ザ
Y

－一ヨ

y
、
未
ダ
コ
ノ
事
費
ヲ
読
明
シ
タ
ク
ト
イ
フ

ヲ
得
式
。

（
七
）
既
品
余
ザ
’
報
告
シ
タ
M
F

ガ
如
ク
、
念
性
一
腸
管
閉
塞
症
－
一
一
於
キ
ノ
閉
寒
腸
管
内
容
ノ
毒
カ
ヲ
検
ス

Y

－
一
、
勝
液
ヲ
噴
置
シ
ア
置
ク
ト
毒
カ
ノ
微



場
ナ
U
Y

場
合
ガ
多
イ
ノ
A

細
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用
ノ
有
無
－
一
基
因
ス

Y
モ
ノ
ナ
Y
ペ
シ
。

又
蹴
ζ

報
告
セ
y
d
μ

如
ク
、
空
腸
雨
端
閉
塞
症
ノ
末
期
－
一
山
腹
腔
内
惨
出
物
一
二
細
菌
ト
同
時
四
一
蛋
白
質
分
解
酵
素
ヲ
読
明
ス

Y
場
合
多

ジ
。
従
ツ
ア
コ
ノ
場
合
－
二
。
ト

p
プ
ジ
シ
」
免
疫
蜘
清
ヲ
作
用
セ
シ
ム
V

バ
強
後
佳
良
ト
ナ
Y
ト
思
考
サ
レ
シ
ニ
ヨ

9
、
衣
章
－
一
ハ
コ
レ
ニ
就

ア
ノ
寅
験
結
果
ヲ
記
載
セ

y
。

第
二
章
室
腸
南
端
閉
塞
症
ト
「
ト
リ
ブ
シ
ン
し
免
疲
ト
ノ
関
係

第
一
節
｛
企
腸
雨
端
開
審
症
ノ
課
後

，ー、

一、．〆

質
験
方
法

貫
験
動
物
ト
シ
ア
A

中
等
大
ノ
強
健
ナ
Y
犬
ヲ
用
フ
。
手
術
ヲ
行
ブ
前
日
正
午
－
一
食
餌
ヲ
輿
へ
其
後
A

禁
食
セ
シ
メ
、
手
術
営
日
早
朝
臨
酸

「モ

Y

ヒ
ネ
」
ヲ
鰻
重
一
一
昨
－
一
封
シ
一
一
地
ノ
割
合
－
二

μ水
溶
液
ト
ナ
ジ
－
プ
皮
下
－
一
注
射
シ
、「エ

1
ア
Y
」
全
身
麻
酔
ヲ
用
ァ
。
手
術
後
A

任

意
ニ
水
ヲ
飲
マ
ジ
メ
、
食
餌
毛
卒
常
ト
同
一
ノ
モ
ノ
ヲ
輿
フ
。

同
一
種
類
デ
同
一
鰻
重
ノ
動
物
ヲ
使
用
ス
ペ
キ
筈
ナ
レ
ド
、
同
時
二
期
様
ナ
犬
ヲ
購
入

ス
Y

ヨ
ト
不
可
能
ナ

y
シ
ニ
ヨ

y
、
巳
ム

ヲ
得
ズ
鰻

重
ノ
差
異
ア
Y

毛
ノ
ヲ
使
用
セ

y
o

手
術
方
法
A

一
般
無
菌
的
外
科
手
術
ノ
方
法
ニ
従
フ
。
先
グ
正
中
線

一
炉、手
ノ腹
院
ヲ
開
キ
、
十
二
指
腸
杢
腸
界
ヲ
求
メ
、
コ
レ
ヨ
リ
約
十
五

糎
末
梢
ニ
於
ア
三
十
糎
ノ
長
テ
ヲ
有
ス

Y
昼
腸
ヲ
暁
置
シ
、
南
端
ヲ
巾
着
縫
合
－
一

ヨ
y
閉
鎖
ジ
、
閉
鎖
－
一
周
ヒ
シ
南
端
ノ
縫
合
糸
ヲ
結
合
シ
・

ア
噴
置
腸
管
ヲ
環
航
ト
ナ
ス
。
腸
管
ノ
轍
入
断
端
ト
轍
出
断
端
ト
ヲ
吻
合
ぞ
ア
腸
管
ノ
交
通
ア
正
常
一
一
復
ス

ハ
雨
端
開
業
腸
管
A

常
ュ
ー
空
虚

ノ
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
タ
レ
ド
、
其
長
サ
A

腸
間
膜
血
管
、
ノ
位
置
－
一
ヨ

y
多
少
ノ
長
短
ア
グ
。

vk

空
腸
雨
端
関
東
一
ヲ
設
置
ジ
ア
カ
夕
、
二
十
四
時
間
後
、
四
十
八
時
間
後
、
七
十
二
時
間
後
二
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
ジ
其
後
一
ヶ
月
間
ノ
経
過
ア

観
察
セ

y
。
腹
腔
内
二
A

何
等
蕗
置
ヲ
施
ナ

ス
シ
ア
、
毎
常
乾
燥
「
ガ
ー
ゼ
」
ニ
F

プ
清
拭
シ
、
直
チ
ニ
閉
鎖
セ

y
。

fーヘ

一一、』J
貫
験
記
録

第
五
巻

，....、

原

有量、」

牛

国

占
J，、

（
第
多
銑

一
四
三
）



第
五
品
位

箸
』」

岡

F『
原

牛

へ
甲
）
二
十
凶
時
間
後
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ
ル
場
合

第

－

例

犬

第

十

波

平

一

凶

・

八

庖

術
後
二
十
凶
時
間
二
腹
腔
ヲ
開
タ
－
一
、
腹
膜
内
＝
ハ
少
量
ノ
穆
尚
物
ア
ル
ノ
ミ
。
閉
塞

腸
管
ハ
終
皮
品
膨
渦
シ
、
粘
膜
及
ピ
勝
点
液
膜
－
－
ハ
殆

y
r刷
費
化
ナ
夕
、
内
容
ハ
・
少
設
ノ
赤

黒
色
刷
問
状
ノ
調
、
溺
液
ナ
リ
。
切
除
後
一
ヶ
月
間
健
在
。

第

二

例

犬

第

十

八

紘

平

一

三

・

問

庖

術
後
一
一十
四
時
間
二
開
腹
ス
ル
＝
、
腹
腔
－
一
ハ
淡
紅
色
一
て
ア
僅
刀
－
二
欄
濁
セ
ル
穆
山
山
物

色
捻
＝
存
在
ス

c
閉
塞
腸
管
ハ
草
官
U
V

ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
紅
褐
色
／
溜
濁
波
、
其
量
七
三

括
d

粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
ハ
程
度
畠
充
血
ス
。
切
除
後
一
ヶ
月
間
健
在
。

（
乙
）
凶
十
八
時
間
後
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ
ル
場
合

第
一
例
犬
第
二
百
十
六
時
蜘
中
間
・

O
庖

術
後
凶
十
八
時
間
＝
開
腹
ス
ル
＝
、
腹
腔
－
一
ハ
穆
出
物
ナ
夕
、
腹
膜
＝
異
常
ナ
シ
。
閉

塞
腸
管
－
－
ハ
艇
度
／
膨
渦
ア
リ
、
内
容
二
亦
黒
色
泥
状
、
其
量
五
・

O
玄
、
衆
液
M
州
立
ぷ
ピ
粘

膜
二
騨
皮
／
充
血
ア
リ
。
切
除
後
二
十
例
時
間
以
内
一
一
死
亡
ス
。

剖
見
ス
ル
＝
百
円
手
術
時
／
所
見
＝
同
ジ
。

第

二

血

阿

犬

第
二
百
十
七
時
渦
中
五
・
三
疋

術
後
附
十
八
時
間
＝
開
腹
ス
ル

－一
、
政
股
－
一
ハ
少
量
／
紛
潟
、
溺
セ
ル
穆
出
物
ア
り
。
閉

塞
腸
管
ハ
少
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
赤
黒
色
泥
吠
其
銑
九
・
二
瓦
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
＝
程

度
／
充
血
ア
リ
3

腹
膜
－
一
異
常
ナ
シ
。

切
除
後
元
気
ヨ
b
リ
シ
ガ
、
九
日
後
ユ
死
亡
λ

。
制
見
ス
ル
Z

汎
焚
性
化
膿
性
版
膜
炎

ア
リ
。

第

三

例

第

・

二

百

十

八

波

平

五

・

五

庖

術
後
凶
十
八
時
間
＝
開
腹
ス
ル
－
一
・
腹
股
ニ
ハ
殆
ン
ド
地
問
出
物
ナ
シ
。
内
臓
部
腹
膜
＝

ハ
艇
皮
ノ
充
血
ア

p
a
閉
塞
腸
管
ρ

粉
膨
渦
シ
、
内
容
ハ
暗
補
色
泥
状
其
盆
一
七
京
、
紫

波
膜
二
竣
化
ナ
夕
、
粘
膜
＝
ハ
中
等
皮
／
充
血
ア
リ
。

切
除
後
元
一
ヨ
ク
生
存
ス
。
其
後
衰
弱
シ
テ
十
七
日
後
－
一
死
亡
ス
。
剖
見
ス
ル
品
全
身

犬

六
三
四

（
第
4
F
競

一
四
四
〉

一
一
蒜
痩
ヲ
認
ム
ル
ノ
ミ
。

第

四

例

犬

第

二

百

二
十

二

競

早

七

・

O
延

術
後
四
十
八
時
間
二
開
腹
ス
ル
ペ
腹
腔
品
川
少
量
－ノ
務
紅
色
ノ
穆
出
物
ア
リ
。
閉
塞

腸
管
ハ
草
官
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
浅
紅
褐
色
ノ
潤
濁
液
ナ
リ
、
其
量
九
一
瓦
、
粘
膜
ハ
淡

紅
色
プ
墨
シ
、
中
央
＝

テ
腸
間
膜
附
者
部
／
反
封
側
品
鳩
卯
大
／
粘
膜
ガ
暗
紅
色
ト
ナ
リ
、

衆
液
膜
モ
粘
膜
ガ
暗
紅
色
ヲ
曇
ス
ル
部
分
ダ
ケ
粉
暗
紅
色
ヲ
墨
シ
、
英
他
ノ
部
分
－
一

ρ

殆

ン
ド
獲
化
十
シ
。

切
除
後
元
気
ヨ
カ
リ
シ
ガ
其
後
衰
弱
シ
、
八
日
後
二
均
命
ス
。
剖
見
五
ル
＝
全
身
品
蔵
，

疲
ヲ
認
ム
ル
ノ
ミ
。

第

五

例

犬

第

二

百

二
十
三
競
中
五
・
九
延

術
後
四
十
八
時
間
＝
開
腹
ス
ル
て
院
腔
一
一
ハ
少
量
ノ
品
川
紅
色
／
穆
出
物
ア
リ
マ
内
臓

部
腹
膜
ユ
ハ
軽
度
ノ
充
胤
ア
リ。

閉
塞
腸
管
ハ
中
等
度
昌
膨
満
シ
、
内
容
ハ
紅
褐
色
、
泥
妹
、
其
量

一一

・五
末
。
衆
液
膜

ハ
一
般
＝
精
暗
紅
色
、
粘
膜
モ
暗
紅
色
ニ
テ
腫
脹
ス
。

切
除
後
元
気
衰
へ
食
慾
不
夏
、
四
日
後
死
亡
λ

。
剖
見
ス
ル
＝
全
身

＝
蔵
疲
ヲ
認
ム
ル

／
、、、。

了
（
丙
）
七
十
二
時
間
後
閉
寒
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ
ル
場
合

第

一

例

犬

第

二
百
十
九
貌
平
六
・
六
冠

術
後
七
十
二
時
間

＝
開
腹
ス
ル
て
腹
腔
＝

ρ
穆
山
山
物
ナ
シ
。
閉
塞
腸
管
ハ
著
uv
ク
膨

滞
シ
、
内
容
ハ
砂
赤
褐
色
泥
状
一
一
テ
其
愛
二
八
・
九
束
。
紫
液
膜
ハ
暗
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ

ル
、
粘
膜
ρ

一
般
－
二
腫
脹
シ
暗
紅
色
ナ
リ
。

切
除
後
二
十
問
時
間
以
内
ユ
死
亡
ス
。
剖
見
ス
ル
－
ニ
限
腔
＝
異
常
ナ

シ。

第

二

例

犬

第

二
百
二
十
続

中

五

・

七

冠

術
後
七
十
二
時
間
ユ
開
腹
ス
ル
品
、
政
腔
＝
ハ
冷
褐
色
ノ
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
多
量

＝
ァ

リ
、
内
臓
部
腹
膜
－
－
ハ
軽
度
／
充
血
ア
リ
。
閉
塞
盤
官
／
中
央
－
一
テ
腸
間
膜
附
務
部
／
反

調
側
－
一
得
指
頭
大
／
紫
波
膜
ハ
黒
色
ト
ナ
り
穿
孔
λ

、
其
他
／
部
分
ノ
韓
米
液
凝

－二－

m．皮



／
充
血
ア
目
。
粘
膜
ハ
穿
孔
部
ノ
周
箇
ハ
黒
色
ナ
レ
ド
其
他
ノ
部
分
ハ
軽
度
－
－
充
血
λ

。

内
容
ハ
腹
腔
内
へ
洩
尚
ン
テ
腸
管
内
＝

ナ
シ
。

切
除
後
元
気
T

夕
、
五
時
間
後
＝
絶
命

ス。

第
－
－
一
例
犬
第
二
百
二
十
問

波

中

五

・
一
疋

術
後
七
十
二
時
間
二
開
腹
A

ル
－一
、
腹
腔－一

ハ
穆
出
物
ナ
夕
、
腹
膜
ユ

ハ
異
常
ナ
シ
。

閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
＝
膨
滅
シ
、
内
容

ハ
黒
褐
色
泥
朕
其
量
二
四
・
七
瓦
。
衆
液
膜
＝

ハ
穏

皮
／
充
血
ア
リ
。
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
、
中
等
度
一
一
充
血
ス
。

切
除
後
腹
鑓
ヲ
縫
合
中
＝
絶
命
ス
。

第
四
例
犬
第
二
百
二
十
五
時
蜘

8

四・

O
延

術
後
七
十
二
時
間
品

開
腹
ス
ル
＝

、
腹
腔
－
一
ハ
穆
向
物
ナ

シ
。
閉
塞
腸
常
国
ハ
著

シ
ク
膨

溺
シ
、
内
容
ハ
淡
褐
色
／
酒
、濁
液
、
英
量
七
九
・
五
瓦
。
鼎
荒
波
膜
ハ
暗
紅
色
乃
至
赤
黒
色
ナ

p
。
粘
膜
モ
臆
版
シ
、
淡
紅
色
ノ
部
分
モ

ア
レ
ド
、
暗
紅
色
乃
至
赤
黒
色
ト
ナ
レ
ル
部
分

ア
F
。
腸
壁
－
一
穿
孔
ナ
シ
。

切
除
後
三
十
分
ニ
テ
死
亡
λ

。

第

五

例

犬

第

二

百

四

十

二

披

8

八・

O
庖

術
後
七
十
二
時
間
ニ
開
腹
ス
ル
品
、

腹
腔

一一
ハ
穆
出
物
ナ

シ。

関
寒
腸
管
ハ

中
等
皮

－一

膨
滅
シ
、
赤
黒
色
泥
状
／
内
容
ア
リ
、

其
量
二
五
文
。
紫
波
膜
及
ピ
粘
膜
一
一
程
度
ノ
充
血

ア
リ
。
切
除
後
十
五
日
ニ
テ
絶
命
ス
。
剖
見
ス
ル
ニ
全
身
二
級
痩
ヲ
認
ム
ル

ノ
ミ
。

第

六

例

犬

第

二

百

二

十

一

波

8

五・

O
五
託

術
後
凶
十
八
時
間
ハ
元
気
ヨ
夕
、
業
後
念
激
一
二
腕
力
保
伴
加

ハ
リ
、
五
十
凶
時
間
後
＝

絶
命
ス

。
剖
見
ス
ル
一
ニ
腹
腔
ユ
ハ
殆
ン
ド
穆
肉
物
ナ
夕
、
臨
膜
－
一
モ
殆
y
ド
異
常
ナ
シ
。

「
ト
リ
ブ
シ
ン
」
自
働
反
ビ
他
働
免
疫
後
四
－
於
ケ
ル
室
腸
南
端
閉
塞
症
ノ
濠
後

第
二
節

Fヘ

一、、J

閉
塞
腸
管
ρ

甚
シ
ク
膨
満
シ
、
内
容
ハ
赤
褐
色
ノ
潤
濁
液
ナ
リ
。
衆
液
膜
ハ
暗
赤
色
．
粘

膜
モ
腫
脹
シ
暗
赤
色
ナ
レ
ド
穿
孔
ナ
シ
。

其
他
／
臓
器
－
一
異
常
ナ

シ
。

空
腸
雨
端
閉
塞
設
資
後
二
十
凶
時
間
乃
至
七
十
二
時
間
品
閉
塞
腸
管
ヲ

切
除
シ

タ
ル
場

合
品

於
ケ

ル
貧

験

結

果

ヲ

表
解
シ
、
第
十
表
－
二
京
シ
ダ
リ
。

空腸悶端閉塞腸管切除後ノ橡後

喜
市aE 

市
副
庁

前地
T，，
 後

一
除nMM 

J
1
 

設
除
問一

十
率
、
切
時
一

間

関
ヲ
ノ
一

時

一
線
ヨ
ゲ
一

目

↑
崎
中
山
内
一
い
け
川
V

性

中

平
一ヶ月後モ健在

124日寺間以内亡

。日後死亡

17日後死亡

8日後死亡

4日後死亡

24時間以内ュ死亡

5時間後死亡

碍手術中死亡

30分後死亡

15日後死亡

切除前死亡

国
吋ra『時

／

。“
命。

早

円
単
・
円
子
ハ
M
T

5.7 

5.1 

4.0 

220~虎

224~氏

225競

242披

221披

も

一ヶ月後モ健在

戸司稔重，
14.8庖

第＋表

第10競

13.4 

4.0庖♀

間・怠すH
 

O
R
v
 

d
官

i

！； ハMT
5.9 

6.6庖

四'WIJ

五例

色

8.0 

5.05 

第一例

二例

宇

中

5.3 

5.5 

7.0 

第219競

五例

第一例

二例

三例

六~J

質
験
方
法

（
イ
）
第
一
章
第
二
節
二
記
載
シ
タ
Y
方
法
－
一
ヨ

y
、
犬
ニ
「
ト

P
プ
シ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ

ア
チ
ン
」
ノ
自
働
免
疫
ヲ
施
ジ
、
前
節
－
一

記
載
ジ
タ

第
五
巻

F可
原

箸
・U  

牛

周

18~：虎

第216競

217貌

218競

222披

223披

第一例

ニ例

三例

凶例

ハ
＝一五

（第
参
競

一
四
五
）



第
五
巻

牛

F園、
原

著
‘ .... 

国

六
＝
一
六

（
第
参
時
馳

一
四
六
〉

M
F

方
法
－
一
ヨ

y
－
プ
空
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
uv

、
七
十
二
時
間
後
開
寒
腸
管
ヲ
切
除
ジ
、
其
後
ノ
経
過
ヲ
概
察
ス
。

（
ロ
）
空
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
正
常
犬
血
清
ヲ
注
射
シ
、
七
十
二
時
間
後
－
一
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
ジ
、
其
後
ノ
経
過
ヲ
概
察
ス
。

（A
）
宰
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
ト
9
プ
シ
ン
」
或
A

「
パ
シ
ク
レ
ア
チ
ン
」
白
働
見
疫
ア
施
ジ
タ
M
F

犬
ノ
血
清
ヲ
賞
、後
注
射
シ
、
七
十
二
時
間

後
閉
塞
勝
管
7
切
除
ス

Y
ヵ
、
或
A

七
十
二
時
間
後
－
一
閉
鶏
腸
管
ヲ
胡
除
ジ
ア
カ
ラ
該
免
疫
血
清
ヲ
注
射
シ
、
業
後
ノ
経
過
ヲ
観
察
ス
。

質
験
記
録

”1 

－ 一、、J
（
甲
〉
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
肉
働
免
疫
ヲ
施
シ
9
ル
場
合

第
－
例
犬
第
二
百
四
十
競
宇
四
・
七
五
庖

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
四
回
訟
射
シ
、
最
後
ノ
注
射
ゴ
リ
十
二
日
綬
過
シ

テ
カ
－
一
空
腸
雨
端

閉
塞
ヲ
設
置
λ

、
血
清
，
ア
y
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
債
ハ
免
疫
後
僅
＝
減
少
ス
。
術
後
七
十
二

時
間
二
開
腹
ス
ル
品
腹
腔
孟
ハ
穆
出
物
ナ

シ
。
閉
申
書
腸
管
ハ
中
等
皮
ユ
膨
満
シ
、
内
容
ハ

級
黒
色
舎
利
別
状
＝
シ
テ
其
量
一
三
玄
。
時
点
被
膜
－
一
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
H
、
新
膜
ハ
腫
脹

シ
暗
紅
色
ナ

p
。
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
置
キ
ダ
ル
ユ
一
ヶ
月
後
モ
健
在
セ

P
。

第
二
例
犬
第
二
百
四
十
一
蹴
平
六
・
九
五
砥

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
問
団
法
射
シ
、
最
後
／
注
射
ヨ
リ
十
二
日
経
過
シ
テ
カ
ラ
空
腸
南
端

閉
塞
ヲ
設
溢
見
、
血
清
b

ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」
償
ハ
免
疫
－
一
ヨ
リ
儲
三
増
加
ス
。
術
後
七

十
二
時
間
品
開
腹
ス
ル
て
腹
腔
ユ
ハ
穆
出
物
ナ
シ
。
閉
塞
腸
管
ハ
著
シ
h
q

膨
満
シ
、
内

容
ρ
絡
黒
色
潤
濁
液
晶
テ
其
盆
九
五
姥
d

衆
液
膜
ユ
ハ
軽
度
／
充
血
ア
リ
、
粘
膜
ハ
腫
脹

シ
暗
紅
色
ナ

p
。

切
除
シ
9
1
N
晶
一
ヶ
月
後
モ
健
在
セ
日
。

第
三
例
犬
第
二
百
二
十
六
猿
早
大
・
一
疋

「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
五
回
腹
腔
内
へ
注
射
シ
、
最
後
／
、
法
射
ヨ
リ
九
日
経
過
シ
テ
カ

ラ
空
腸
南
端
開
塞
ヲ
設
置
ス
。
血
苛
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
」債
ハ
免
疫
λ

ル
モ
後
化
セ
ザ

リ
キ
。
術
後
第
二
日
早
朝
死
亡
セ
ル
ヲ
晶
匹
見
ス
u

剖
見
ス
ル
ヱ
腹
腔
－
一
ハ
多
量
ノ
淡
褐
色

ノ
溜
濁
波
多
シ
司
閉
塞
腸
管
／
紫
波
膜
ハ
大
部
分
暗
紅
色
乃
至
黒
色
＝
テ
穿
孔
ス
、
粘
膜
モ

腫
脹
シ
暗
紅
色
乃
至
思
…
色
ナ
リ
9

第

四

例

犬

第

二
百
二
十
七
時蜘

平

六

・
八
庖

「
パ
ン
ク
レ
ア
チ

ン
」
ヲ
五
回
注
射
シ
、
最
後
ノ
注
射
ヨ
リ
九
日
経
過
シ
テ
カ
ラ
空
腸
雨

端
閉
塞
ヲ
設
経
ス
。
血
清
l

ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン
L
償
ハ
免
疫
ス
ル
モ
袋
化
ナ
カ
リ
キ
。
術

後
第
二
日
二
均
命
見
。
剖
見
ス

ル
＝
腹
腔
－
一
ハ
多
盆
／
暗
褐
色
ノ
濁
濁
液
ア
リ
。
開
案
腸

管
／
粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
ハ
暗
紅
色
乃
李
一黒
色
ト
ナ
り
、
穿
孔
シ
テ
内
容
ヲ
洩
出
ス、

腹
膜

一一
モ
一
般
二
戦
皮
ノ
充
血
ア
リ。

（
乙
）
正
常
犬
血
清
ヲ
注
射
シ
タ
ル
場
合

第

－

例

犬

第

二

有

三

十

競

平

六

・

八

庖

空
叫
阿
川
端
閥
塞
フ
設
置
シ
、
術
後
斜
一
日
＝
正
常
犬
血
清
八
六
銘
ヲ
皮
下
品
注
射
ス
、

コ
ノ
血
清
「
ア
ン
チ
ト
り
プ

シ
y
e
債
ハ

三
五
ナ

P
J
第
二
日
ニ
絶
命
ス
。
制
見
ス
ル

＝
腹

腔

－一ハ

多
量
ノ
帯
紅
褐
色
／
濁
濁
液
ア
リ
、
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
附
着
部
／
反
針
側
ノ
衆

液
膜
及
ピ
粘
膜
ハ
暗
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ
リ
穿
孔
シ
、
腸
管
内
容
ρ

腹
腔
内
へ
続
出
ス
。

第

二

例

犬

第

二

百

三
十
二
競
♀
穴
・
ニ
庖

空
腸
雨
端
閉
塞
設
置
後
第
一

日
三
正
常
犬
血
清
四

一
括
ヲ
、
第
二
日
三
千
九
民
ヲ
皮
下

一一
注
射
シ
9
ル
ュ
、
動
物
ハ
元
気
衰
へ
脱
カ
L
死
亡
抗
。
正
常
犬
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン

」
償
ρ

三
五
ナ
p
。
制
見
ス
ル
晶
腹
腔

一一
ハ
多
量
ノ
暗
紅
色
／
淘
濁
液
ア
リ
、
腹
膜

品
ハ
聴
度
ノ
充
血
ア
リ
。
閉
塞
腸
管
／
腸
間
膜
附
着
部
／
反
針
側
／
粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
ハ

大
部
分
暗
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ
リ
穿
孔
ν
テ
内
容
ヲ
洩
出
λ

。
腸
間
膜
附
着
部
ノ
粘
膜
及



ピ
衆
液
膜
品
ハ
却
制
度
／
充
血
ヲ
見
ル
／
ミ
。

海
一
－
一
例
犬
第
二
百
三
十
三
娩

早

六
・
七
庖

山
由
て
腸
雨
端
閉
塞
設
置
後
第
一
日
品

川
正
常
犬
血
清
四

O
括
ヲ、

第
二
日
昌
ハ
ニ
七
泥
7

皮
下
＝
注
射
ス
、
血
潰
3

ア
ン
チ
ト

P
プ
シ
ン
僚
ハ
三
五
ナ
p
d
七
十
二
時
間
後
・＝腹
腔

ヲ
開
ク
＝
腹
腔
－
一

ρ
少
量
ノ
淡
紅
色
ナ
ル
穆
尚
物
ア
ル
ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
ハ
中
等
皮
－
一

膨

満
シ
、
内
容

ハ
赤
黒
色
ノ
泥
吠
液
ナ
リ
、
其
量
三
一
・
八
瓦
。
韓
米
液
膜
ハ
淡
紅
色
、
粘
膜
ハ

腫
脹
シ
暗
紅
色
ヲ
塁
ス
。
閉
塞
腸
管
ヲ
切
除
シ
量
キ
9
1
N
晶、

元
朱
ヨ
グ
生
存
シ

9
ル
ガ

其
後
衰
弱
シ
、
十
一
日
後
＝
絶
命
ス
、
剖
見
ス
ル
三
歳
疲
ヲ
認
ム
ル

／
ミ
。

（
丙
）
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
或
ハ
「
パ
ン
ク
レ
ア
チ

ン
」
免
疫
血
清
ヲ
注
射
シ
9
ル
場
合

第

一

例

犬

第

二

百

二

十
八
波

平

四
・
七
庖

向
エ
腸
雨
端
閉
塞
設
置
後
第
一
日
ユ
「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
免
疫
血
清
六

O
路
ヲ
皮
下
＝
注

射
ス
。
ヨ
ノ
血
清
ハ
犬
第
二
百
七
十
八
競
ユ
「
パ

y
ク
レ
ア
チ

ン」
ヲ
十
一
回
注
射
シ
、
最

後
／
注
射
ヨ
リ
十
八
日
ヲ
経
過
シ
探
取
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
血
漬
1

ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン
」

債
ハ
五

O
ナ
明
。
術
後
七
十
二
時
間

二
開
腹
λ

ル
ユ
腹
腔
－
－

ρ

粉
潤
濁
セ
ル
淡
紅
色
／
穆

出
物
中
等
量
－
一
存
在
ス
。
閉
塞
腸
管
ハ

中
等
皮
＝
膨
満
シ
、
衆
液
篠
－
一
ハ
材
料
皮
ノ
充
血
ア

リ
、
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
暗
紅
色
、
内
容
ハ
暗
紅
褐
色
泥
状
－
て
一
其
量

一
0
・
一
叉
。
閉
塞
腸
相官

ヲ
切
除
シ
鑑
キ
n
タ
ル
ュ
、
一
ヶ
月
後
モ
健
全
ナ
H
。

第
ニ
例
犬
第
二
百
二
十
九
時
蜘
平
八
・
究
庖

空
腸
爾
端
閉
塞
設
置
後
第
一
日
－
一
「
パ
シ
ク
レ
ア
チ
ン
」
免
疫
血
清
三

O
路
ヲ
、
第
二
日

一
一
ハ
ニ
一
路
ヲ
皮
下
ユ
注
射
ス
。
コ

ノ
血
清
ハ
犬
第
二
百
七
十
七
捕
で
一
「
パ
ン
ク
レ
ア
ず

y
」
ヲ
十
一
団
法
射
シ
、
最
後
ノ
注
射
ヨ

H
十
八
日
経
過
シ

テ
カ

ラ
採
取
シ
タ
ル
モ
ノ
－
一

テ
血
清
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ

シ
ン
し
償
ハ
六

O
ナ
リ
。
術
後
七
十
二
時
間
－
一
開
腹
ス
ル
－
一
、
腹

腔
品
ハ
淡
紅
色
ノ
透
明
ナ
ル
穆
出
物
中
等
量
＝
存
在
λ

、
開
寒
一腸
管
ハ
中
等
度
ユ
膨
満
シ

内
容
ハ
貨
褐
色
ノ
潤
濁
液
英
量
＝
一

O
束
。
衆
液
膜
－
一
異
常
ナ
夕
、
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
暗
紅
色

ナ
リ
。
切
除
シ
置
キ
タ
ル
＝
一
ヶ
月
後
モ
健
在
セ
リ
。

第
一
－
一
例
犬
第
二
百
三
十
一
時
溺

♀ 

四
－
一
一
地

第
五
品
位

箸
'-' 

牛

四

F園、
原

空
腸
柄
端
閉
塞
設
置
後
第
一
日
＝
「
パ

ン
ク
レ
ア
チ

y
」
免
疫
血
清
四
二
銘
ヲ
、
第
二
日

孟
モ
同
量
ヲ
皮
下

一一
注
射
界
。
コ
ノ
血
清
ハ
犬
第
二
百
七
十
七
時
禍
ヨ
リ
第
二
例
品
用
ヒ
シ

血
清
ヲ
採
取
シ
、
貧
血
回
復
シ
テ
カ
ラ
官
民
昌

一
回
「
パ

ン
ク
レ
ア
チ

ン
」
ヲ
控
射
シ
、
十
四

日
後
採
取
シ
n
タル

モ
ノ
エ
テ
斗
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
シ
」
償
ハ
四

O
ナ
p
。
動
物
ハ
雨
端
閉
塞

設
越
後
第
三
日
二
地
命
ス。

剖
見
ス

ル一
一
腹
腔

ユ
ハ
暗
褐
色
ノ
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
多
量
＝

ア
り
。
閉
塞
腸
管
ノ
腸
間
膜
附
着
部
ノ
反
封
側
ノ
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
ハ
暗
紅
色
乃
至
黒
色

＝
シ
テ
穿
孔
ス
、
其
他
／
部
分
ユ
モ
摂
度
／
充
血
ア
リ。

第

四

例

犬

第
二
百
三
十
四
競

六
・
七
延

空
腸
雨
端
開
袋
一
設
置
後
第
一
日
ユ
「
ト
リ
プ

シ
ン
し免
疫
血
清
三
五
銘
7
、
第
二
日
＝
ハ

二
五
鉛
ヲ
皮
下

孟
詰
射
ス
。
コ

ノ
血
清
ハ
犬
第
三
百
七
競

ユ
「
ト
P
プ
シ
ン
」
ヲ
六
回
投
射

シ
タ
ル
後
七
日
間
ヲ
経
過
シ
テ
採
取
シ

タ
ル
モ

ノ
ユ
テ
、
「
ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ

ン
L
償

ハ
＝
一

五
ナ
リ
。
術
後
七
十
二
時
間
＝
開
腹
ス
ル
ユ
ル
腹
腔
＝
ハ
少
量
ノ
淡
紅
色
ナ
ル
惨
出
物
ア
ル

ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
三
回
向
皮

－
一
膨
減
シ
、
内
容
ハ
暗
褐
色
／
濁
濁
液
－
一

テ
其
量
四
O
京
。
幾

液
膜
－
一
ハ
純
度
／
充
血
ア
リ
・
粘
膜
Z

モ
程
度
ノ
充
血
ト
臆
版
ト
ア
リ
。
切
除
シ
タ
ル
ガ

其
後
第
二
日
＝
死
亡
ス。

剖
見
ス
ル
＝
腺
腔

一一
ハ
少
量
ノ
暗
紅
色
／
穆
尚
物
ア
り
、
腹
膜

－
一
ハ
軽
度
ノ
充
血
ア
目
。

其
他
－
一
異
常
ナ
シ
3

0 

第

五

例

犬

第
二
百
三
十
五
銃

五
・
一
泡

山
山
ザ
腸
雨
端
閉
塞
設
置
後
七
十
二
時
間
三
腹
腔
ヲ
開
ク
＝
腹
股
－
一
ハ
穆
出
物
ナ
シ
。
閉
塞

腸
佐
久
中
等
皮
＝

膨
満
シ

、
内
容
ハ
赤
褐
色
泥
扶
其
量
一
五
玄
。
牌
筑
波
膜

ユ
ハ
殆
ン
ド
獲

化
ナ
夕
、
粘
膜

－
一
ハ
相
明
度
ノ
充
血
ア
日
。
切
除
後
直
チ

＝
「
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
免
疫
血
清

四
O
苅
ヲ
皮
下
＝

注
射
ス
。
コ
ノ
血
清
ハ
犬
第
三
百
十
二
一
波
ス
パ
ン

ダ
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
五

回
法
射
シ
、
十
四
日
間
経
過
シ
テ
カ
ラ
採
取
シ
タ
ル

モ
ノ
孟
テ
、
「
ア
y
チ
ト
リ
プ
シ

シ
」

償
ハ
三
五
ナ
リ
。
腸
管
切
除
後
元
気
ヨ

ク
生
存
シ

タ
リ
シ
ガ
英
後
衰
弱
シ
十
四
日
後
－
一
死

亡
ス
。
剖
見
ス
ル

昌
腸
管
ト
大
綱
膜
ト

ノ
閉
ユ
高
度
／
時
間
，
着
ヲ
見
ル
。

第

六

例

犬

第
二
百
三
十

七

波

平

八
－
O
疋

空
腸
雨
端
閉
寒
－ヲ
枝
置
シ

、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス

ル
ユ
腹
腔
－
－

ハ
多
量
／
暗
禍
色
／

色

ムハ三
七

（
第
多
競

一
四
七
〉



第
T
1
血
世

著
'-' 

回

F『
原

牛

潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ
。
内
臓
粥
賊
膜
＝
ハ
純
度
ノ
充
品
川
ア

p
o
開
寒
腸
管
ノ
膨
満
開
酔
皮

－
一
シ
テ
、
腸
間
膜
抑
並
有
部
ノ
反
針
側
ノ
結
膜
及
ピ
紫
液
膜
ハ
暗
紅
色
異
色
、
或
ハ
灰
白
色
ト

ナ
リ
テ
穿
孔
シ
、
腸
管
内
容

ハ
隙
腔
へ
洩
肉
ス
。
ヨ
レ
ヲ
切
除
シ
、
穆
出
物
ヲ
「
ガ

I
ぜ
」
＝

テ
精
拭
シ
、
腹
腔
ヲ
閉
鎖
シ
、
直
チ
－
一
「
ト
リ
プ
シ
ン
t
免
疫
血
清
四

O
粍
ヲ
皮
下
ユ
注
射
シ

9
ル
ガ

三
十
分
後
組
問
命
ス
。
ヨ
ノ
再
開
疫
血
清
ハ
犬
第
三
育
十
披
ミ
ト
リ
プ
シ

ン
L
7
六
回

注
射
シ
、
十
四
日
間
抑
制
過
シ
テ
カ
ヲ
探
取
シ
タ
ル
モ
／
昌
テ
、

「
ア
ン
チ
ト

F
プ
シ

ン
L
償

ハ
凶

O
ナ

p
。

第

セ

例

犬

第

二

百

三

十

八

競

閉

・

五

延

空
腸
爾
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ

、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル

ユ
陵
腔
＝

ハ
穆
出
物
ナ
シ
。
閉
塞

腸
管
ハ
中
世
存
度
ユ
膨
満
シ
、
内
容
ハ
淡
褐
色
ノ
濁
淘
液
ナ
り
、
其
量
三
五
｝
及
。
粘
膜
ハ
灰

白
色
－
一
子
臆
版
シ
、
阪
＝
暗
紅
色
乃
変
異
色
ト
ナ
レ
ル
部
分
モ
ア

p
、
鼎
筑
波
膜
＝
モ
暗
紅

色
乃
至
黒
色
ト
ナ
レ
ル
部
分
ア
リ
。
内
臓
部
腹
膜
＝
ハ
一
般
＝

醗
度
ノ
充
血
ア
リ
。
閉
塞

腸
管
ヲ
切
除
シ
テ
カ
弓
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
免
疫
血
清
三
五
路
ヲ
皮
下
品
日
夜
射
ス
。
コ
／
’

m清

ハ
犬
第
三
百
十
時
蜘
ヨ
リ
採
取
シ
タ
ル
モ
ノ
昌
テ
、
第
六
例
＝
用
ヒ
シ
モ
ノ
ト
同
一
ナ
リ
。

其
後
元
気
ヨ
ク
テ
一
ヶ
月
後

モ
健
在
セ
リ
。

世

田

八

例

犬

第

二
百
三
十
九
波

平

五

・
八
庖

空
腸
雨
端
閉
塞
設
置
後
七
十
二
時
間
ユ
開
腹
λ

ル
晶
、
阪
腔
Z

ハ
穆
出
物
寸
シ
。
腹
膜

ユ
ハ
一
般
こ
明
度
ノ
充
血
ア

p
。
閉
寒
腸
管
ハ
著
シ
タ
膨
揃
シ
、
内
容
ハ
淡
褐
色
／
潤
濁

液
・
業
量
一

O
八
束
。
紫
液
膜
ハ
著
シ
ク
充
血
シ
、
時
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ
レ
ル
部
分
ア

リ
。
粘
膜
モ
亦
灰
白
色
－
一
テ
充
血
シ
、
暗
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ
レ

ル
部
分
ア

p
e
開
案
腸

管
ヲ
切
除
シ
、
『
パ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
L
免
疫
血
清
三
五
路
ヲ
皮
下
－
一
注
射
ス
。
ヨ
／
血
清
ハ

犬
第
三
百
十
二
一
就
4

リ
摂
取
シ
タ
モ
ノ
一
－
テ
第
五
例
ユ
使
用
シ
タ
ル
ト
同
一
血
病
ナ
リ
。

其
後
元
気
ヨ
ク
一
ー
ゲ
月
後
モ
健
在
セ
リ
。

以
上
記
載
シ
タ
ル
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
肖
倒
及
ピ
他
働
免
疫
後
ユ
於
ケ
ル
宅
腸
爾
端
閉
塞
症

／
致
後
＝
関
ス
ル
貸
験
結
果
ヲ
表
解
シ
テ
、
第
十
一
表
－
一
示
シ
タ
リ
。
、
、
司

色

空腸爾端閉塞腸＇！＇切除後ノ 1家後トLトりプシyづ免疫トノ関係第＋ー表

蹄や山静
＋

m
T
 
，，
 後除nHH

 

a
－
 

」ヶ月後モ健在

一ヶ月後モ健在

切除前死亡

同B除前死亡

腸管ノ切除前後＝加へシ~置

} Lトリフシン司自働免疫

} L ，~ ；／クレアチン1自働免疫

円￥

n
x
T
n￥

n￥

鰭重－

4.75延

6.95 

6.1 

6.8 

第240披

241競

226披

227競 六
三
八

〈
第
券
購
蜘

一
四
八
〉

中｜切除前正常犬血清86銘注射 ｜切除前死亡

♀｜切除前正常犬血清100銘注射 ｜切除前死亡

中｜切除前正常犬血清67括注射 111日後死亡

中｜切除前Lパ；／ !1レアチシ1免疫血清60路注射｜一ヶ月後健在

中 ｜切除前Lパyタレ7チ；／，免疫血清51姥注射トヶ月後健在

♀ ｜切除前Lパンク uアチ v寸免疫血清84施注射｜切除前死亡

o I切除前Lトりプシン1免疫血清60粍注射 J2日後死亡

o I切除後Lパンクレアテン吋免疫血清40施注射！14日後死亡
♀｜切｜徐後Lトリプシン可免疫血清40路注射 戸0分後死亡

o I切除後」トリ プシン1免疫血清35銘注射 トヶ月後健在

♀ ｜切除後Lパンクレアチン1免疫血清35犯注射 ト ヶ月後健在

腸管閉塞設置ョ P腸管切除マデノ時間ハ何レモ72時間トス

6.8託

6.2 

6.7 

4.7延

8.5 

4.1 

6.7 

5.1 

8.0 

4.5 

5.8 

第230盟主

232競

233競

第228披

229披

231競

234披

235裁

237競

238;Jt 

239斌

第一例

二例

三例

例

例

例

例

例

例

例

例

ト

こ

三

四

五

六

七

八



第
三
節
所
見
積
揺
友
ビ
考
察

（
一
）
宰
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
二
十
四
時
間
、
四
十
八
時
間
或
A

七
十
二
時
間
ヲ
経
過
シ
ア
カ
ラ
コ
レ
ヲ
切
除
シ
、
業
後
ノ
縛
師
ヲ
親
察
ジ

タ
Y

ュ
二
十
四
時
間
後
－
一
切
除
ジ
タ
Y

モ
ノ
、
珠
後
最
モ
佳
良
ニ

ジ
ア
、
七
十
二
時
間
後
切
除
ジ
タ
Y

モ
ノ
、
議
後
月
最
毛
不
良
ナ

9
0
二

十
四
時
間
後
一
一
切
除
ス
レ
バ
一
ヶ
月
後
モ
元
気
ヨ
ク
生
存
ス
。
四
十
八
時
間
後
－
一
切
除
ス
レ
バ
、
切
除
後
二
十
四
時
間
以
内
ニ
死
巳
ス

Y
場

合
モ
ア
レ
ド
、
更
ニ
長
ク
生
存
ジ
ア
十
七
日
後
ユ
死
己
ス

Y

モ
ノ
モ
ア
リ
。
七
十
二
時
間
後
－
一
切
除
ス
レ
バ
、
五
例
ノ
ク
チ
デ
四
例
A

切
除

後
二
十
四
時
間
以
内
二
死
む
シ
、
一
例
ダ
ケ
十
五
日
後
－
一
死
己
ス
、
他
ノ
一
例
A

切
除
前
即
チ
閉
築
設
置
後
五
十
四
時
間

ニ
死
己
ス
。

（
二
）
「
ト

9
プ
ジ
ン
」
デ
自
働
免
疫
ア
ナ

ジ
、
安
腸
南
端
閉
察
ヲ
設
置
ジ
、
七
十
二
時
間
後
－
一
閉
築
腸
管
ヲ
切
除
ジ
タ
Y

－一何
レ
モ
一
ヶ
月
後
－
一

至
M
Y

モ
健
在
ナ
η
ノ
。
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
デ
自
働
免
疫
ア
ナ

ジ
、空
腸
雨
端
閉
建
一
ヲ
設
置
シ
タ
Y
場
合

－二

開
業
一
腸
管
ヲ
切
除
セ
ザ
Y
以
前

ユ
死
巴
ス
。

（
三
）
宰
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
正
常
犬
血
清
ヲ
六
七
耗
乃
至
一

O
O詑
ァ
皮
下
一
一
注
射
シ
、
七
十
二
時
間
後
聞
東
腸
管
ヲ
切
除
セ

ン
ト
ジ
タ

Y

ニ
、
二
例
A

切
除
前
－
一
死
巳
シ
、
一
例
A

初
除
ジ
ア
カ
ラ
十
一
日
後
－
一
絶
命
ス
。

（
四
）
宰
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
或
A

「．
ρ

ン
ク
V

ア
チ
ン
」
見
疫
犬
血
清
ヲ
皮
下
－
一
注
射
シ
、
七
十
二
時
間
後
閉
寒
腸
管
ヲ
切

除
シ
タ
Y

－一一一例
A

一
ヶ
月
後
モ
健
在
ジ
、
一
例
A
切
除
前
－
一
死
己
ジ
、
一
例
A
切
除
後
二
日
－
一
ア
死
己

ス
J
免
疫
血
清
A
五

一
括
乃
至
八

四
耗
ヲ
一
回
或
二
一
回
－
一
分
チ
ア
注
射
セ

p
。
空
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
U
J

、
七
十
二
時
間
後
閉
寒
腸
管
ヲ
切
除
シ

、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
或
バ

「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
兎
疫
犬
血
清
ヲ
三
五
括
乃
至
四

O
括
ヲ
皮
－
p
z
注
射
ジ
b
y
y

－
二
例
A

切
除
後
三
十
分

一一
ア
死
む
シ
二
例
A

十
四
日

後
死
む
シ
、
他
ノ
二
例
A

一
ヶ
月
後
モ
元
気
ヨ
ク
生
存
ス
。

（玉）

m
f一FAg
－E
z－－氏
A

小
腸
上
部
ニ
一
於
－
プ
腸
管
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
二
十
四
時
間
後

ニコ

レ
ヲ
切
除
シ
タ
w
y

ニ
四
十
入
時
間
以
内
一
一
何
レ

モ
死
己
シ
タ
リ
ト
イ
フ
。
余
ノ
貰
験
結
果
ヲ
見
Y

－
一
一
一
十
四
時
間
後
－
一
初
除
シ

タ
Y

毛
ノ
A

一
ヶ
月
後
モ
健
全
ナ
ソ
。
四
十
八
時
間
後
切
除

ス
Y

モ
四
十
八
時
間
以
内
ニ
死
巳
シ
タ
Y

A
五
例
ノ
ク
チ
デ
一
例
ノ
ミ
ナ
リ
ヮ七
十
二
時
間
後

－
一
一
切
除
シ

タ
Y

モ
ノ

A
玉
例
中
四
例
？
デ

A

第
五
巻

F『

原

著
』」

牛

国

六
三
九

（
第
参
放

一
四
九
）



第
五
品
位

V「
原

箸
』J

牛

国

六
四
O

（
第
参
競

一
五

O
〉

二
十
四
時
間
以
内
－
一
死
己
シ
、

動
物
－
一
ヨ

y
相
違
ア

y
。

一
例
A

十
五
日
後
－
一
死
巳
ジ
、

一
例
A

切
除
前
－
一
死
己
そ
斯
加
グ
空
腸
南
端
閉
寒
切
除
後
ノ
議
後
A

賞
験

今
試
ミ
ニ
ー
空
腸
南
端
閉
築
設
置
後
七
十
二
時
間
後
ニ
開
業
腸
管
ヲ
切
除
シ
タ
Y
場
合
ト
、
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ノ
白
働

或
A

他
働
免
疫
ヲ
施
シ
同
様
ノ
手
術
操
作
ヲ
施
シ

タ
Y

場
合
ト
ノ
珠
後
ヲ
比
較
セ
ン
。
便
宜
上
七
十
二
時
間
後
切
除
シ
、
其
後
前
十
日
間
以
上

生
存
ジ
タ
Y
賓
験
例
数
ヲ
百
分
率
デ
比
較
ス
レ
バ
究
ノ
如
シ
。

閉
塞
腸
管
切
除
後
十
日
間
以
上
生
存
ス
Y
割
合

（
イ
）
何
等
ノ
薩
罷
ヲ
施
ナ

f
y
場
合

（
ロ
）
正
常
犬
血
清
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合

会
）
「
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ

ン
」
ノ
自
働
見
疫
ヲ
行
ヒ
ジ
場
合

（－一）「ト

p
プ
シ
ン
」
或
A

「．
ρ

ン
ク

ν
ア
チ
ン
」
ノ
他
働
免
疫
ァ
行
ヒ
シ
場
合

一
七

%’

三
三

%

五
O
，

m

六
三
Mm

以
上
ノ
如
ク
「
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
L
J
ア
自
働
或
A

他
働
免
疫
ア
ナ
ス
時
－
二
塁
腸
雨
端
閉
塞
症
ノ
諜
後
A

梢
良
好
ト
ナ

レ
9
0
然
V

共
統
一
通
ペ
タ
u
y
d
p

如
グ
閉
塞
腸
管
ノ
部
位
、
業
長
サ
、
手
術
方
法
ヲ
同
一
ニ
ジ
、
叉
腸
管
内
容
ヲ
揖
指
及
ピ
示
指
ニ

ア
末
梢－一

向
ツ
ア
腫
出
シ
ア
何
レ
モ
空
虚
ト
ナ
ジ
、
同
一
候
件
ノ
下
－
一
貫
験
ヲ
行
ヒ
ジ
ζ

モ
拘
－フ
ズ
議
後
必
ズ
ジ
モ
同

一
ニ
非
ザ
レ
バ
、
生
存
ノ
割
合
ノ

ミ
ヲ
以
－
プ
在
チ
ュ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
及
ピ
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
L
兎
疫
ノ
効
果
ヲ
決
定
的
－
一
断
言
ス

Y
ヲ
得
ズ
。

ヱ
ハ
）
空
腸
雨
端
閉
塞
ヲ
設
置
し
v
、
二
十
四
時
間
後
開
腹
ス

Y

二
股
院
内
ニ
A

少
量
ノ
惨
出
物
ア

y
f
ミ
ナ
リ
、
閉
塞
腸
管
膨
満
ノ
程
度
A

積
々

ユ
ジ
ア
粘
膜
牌
筑
波
膜
－
一
A

麓
化
ナ
キ
カ
或
A

軽
度
ノ
充
血
ヲ
見
U
F

。
四
十
八
時
間
後
開
腹
ス

Y

ニ
腹
腔
内
二
A

穆
出
物
ヲ
認
メ
ザ
Y
カ
或
A

少
量
ニ
存
在
ス
U
F

ノ
ミ
。
閉
塞
腸
管
膨
満
ノ
程
度
A

種
々
ナ

y
、
粘
膜
及
ピ
襲
被
膜
－
一
A

軽
度
ノ
充
胤
ヲ
見
Y

コ
ト
、
、
精
高
度
－
一充
血
ジ

暗
紅
色
ヲ
呈
ス
Y
2
ト
、
ァ

y
。
七
十
二
時
間
後
四
一
開
腹
ス

Y

ュ
腹
腔
－
二
穆
出
物
ノ
存
在
セ
ザ
Y

コ
ト
、
、
少
量
－
一
存
在
ス

Y

コ
ト
、
ァ

り
。
多
量
－
一
存
在
ス
戸
場
合
ニ
A

閉
塞
腸
管
ノ
穿
孔
及
ピ
腹
膜
炎
ヲ
件
プ
。
閉
塞
腸
管
ノ
膨
漏
ノ
程
度
A

著
シ
キ
場
合
多
ク
、
粘
膜
及
ピ
築



液
膜
ノ
腫
脹
充
血
モ
著
シ
ク
シ
ア
暗
紅
色
乃
至
黒
色
ト
ナ
リ
銃
一
一
穿
孔
ス

Y
場
合
モ
ア
η
ノ
。
ナ

v
y軽
度
ノ
充
血
ヲ
見
Y

ノ
ミ
ノ
場
合
モ
ア

y
。
多
少
ノ
例
外
A

ア
Y

モ
一
般
的
－
一
イ
ヘ
バ
閉
塞
設
置
後
時
間
ヲ
経
過
ス

Y

ニ
従
ヒ
閉
寒
－
腸
管
ノ
鍾
化
モ
亦
増
加
ス

Y
ヲ
常
ト

ス
、
叉
腸

管
ノ
獲
化
軽
度
ノ
モ
ノ
A

瑛
後
毛
佳
良
ナ
リ
。

「ト

9
プ
ジ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ノ
自
働
免
疫
ヲ
ナ
シ
ア
カ
ラ
昼
腸
南
端
閉
築
ヲ
設
置
ジ
タ
U
F

場
合
、
及
ピ
宰
腸
両
端
閉
塞
ヲ
設
置

ジ
タ
Y
後
正
常
犬
血
清
或
A

「ト

y
プ
ジ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
見
疫
血
清
ヲ
注
射
シ
タ
Y
場
合
ニ
於
－プ

モ
、
七
十
二
時
間
後
－
一
開
腹

シ
タ
Y
時
ノ
所
見
ハ
何
等
底
置
ナ
ク
ジ
ア
七
十
二
時
間
後
開
腹
ジ

タ
Y
時
ノ
所
見
ト
大
差
ナ
ク
、
議
後
佳
良
ナ
Y

モ
ノ
A

閣
寒
腸
管
ノ
獲
化

モ
亦
糖
度
ナ
叫
ノ
。
穿
孔
性
腹
膜
炎
ヲ
費
生
ジ
タ
Y
毛
ノ
A

「ト
η
ノ
プ
シ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
免
疫
血
清
ヲ
用
プ
ル
モ
効
果
ナ
ク
、又

粘
膜
及
ピ
柴
液
膜
ガ
暗
紅
色
ト
ナ
レ

Y
場
合
－
二
何
等
ノ
鹿
置
ヲ
モ
施
サ

v
y
モ
ノ
A

間
モ
ナ
ク
死
己
ス

Y
ガ
、
免
疫
血
清
ヲ
注
射
ジ
タ

y

モ
ノ
A

生
存
ス

Y

コ
ト
ア
叶
ノ
。

（
七
）
杢
腸
南
端
閉
塞
ヲ
設
置
シ
、
一
定
時
間
後
閉
寒
腸
管
ヲ
切
除
ス

Y
時
－
二
、
同
時
三
1

ト
y
プ
ジ
ン
」
ノ
自
働
及
ピ
他
働
免
疫
ヲ
行
ヘ
バ
、

議
後
ノ
稿
佳
良
ト
ナ
Y

コ
ト
A

余
ノ
貫
験
結
果
ト

F
E－－
T
Z
5・
氏
ノ
質
験
結
果
ト
大
凡
同
一
ナ

9
0
サ
レ
ド

E
H
E
LF－－
5
・
氏
ノ
質
験
－
一

於
F

プ
A

、
閉
塞
設
背
後
一
二
十
四
時
間
後
－
一
切
除
ジ
タ
Y

モ
ノ
ニ
ア
モ
統
一
一
議
後
不
良
－
一
シ
ア
四
十
八
時
間
以
内
－
一
死
己
ス
ト
イ
ヘ
ド
、
大
凡

同
様
ニ
行
ヒ
シ
余
ノ
質
駿
－
一
一
於
ア
て
二
十
四
時
間
後
－
一
切
除
ジ
タ
Y
モ
ノ
』
何
等
ノ
昆
置
ヲ
施
サ

v

Y
モ
一
ヶ
月
以
上
生
存
ス
、
従
ツ
ア

F
Z
5
2
2
氏
ノ
賓
験
結
果
A

直
チ
ニ
之
レ
ヲ
信
ズ
Y

ヲ
得
ズ
。
叉
余
A

夏
－
一
進
ン
デ
閉
塞
設
置
後
七
十
二
時
間
経
過
シ
テ
カ

ラ
腸
管
ノ

切
除
ヲ
試
ミ
タ

7
0第

三
章

所
見
穂
括
夜
ビ
結
論

（
一
）
づ
い」
玉
吉
田
宮
－
（
H
W・
c・
p－－－E
2・仔

凸コ
）
ノ
小
犬
ヲ
一
週
間
以
内
ニ

一姥
ス
最
小
致
死
量
A

鰐
重
二
肘
ニ
ツ
キ
三
・
O
克
ナ
叩ノ。

pfzoEF
－－E
g
q
E・7
3

口
三
宮
島

5
7）
ノ
小
犬
ヲ
一
週
間
以
内
－
一
紫
ス
最
小
致
死
最
A

平
均

0
・
三
克
ナ
7
0

コ
ノ
「
ト

P
プ
シ
ン
L
及
ピ
「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
L
ヲ
最
小
致
死
量
ノ
十
分
ノ
一
乃
至
三
十
分
ノ
一
量
ヨ

y
始
メ
、
犬
ノ
腹
腔
内
へ
一
週
間
ニ
一

第
五
巻

F『
原

蕃
........ 

牛

回

，、
四

〈
第
参
時
現

一
五
一
）



第
五
品
位

F『
原

著書、」

牛

回

六
四

（
第
参
披

一
五
二
）

回
グ
＼
注
射
シ
、
漸
衣
増
量
シ
ア
免
疫
ジ
タ
Y
ガ
、
高
度
ノ
見
疫
ヲ
得
M
F

コ
ト
不
可
能
ナ
9
キ
、
多
数
ノ
モ
ノ
A

途
中
－
一
ア
第
y
。

「
ア
ン
チ
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
債
モ
注
射
ヲ
重
ヌ

Y

－
一
従
ヒ
増
加
ス

Y
場
合
ア
レ
ド
、
僚
凶
ノ
増
加
セ
ザ
u
y

場
合
モ
ア

9
0

（
二
）
「
ト

p
プ
シ
ン
」
免
疫
犬
ノ
血
清
A

小
犬
及
ピ
「
？
？
ス
」
ノ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
中
毒
－
一
針
シ
治
療
的
効
果
ア
リ
。
正
常
犬
ノ
血
清
－
一
A

コ
ノ
作
血
清

用
ナ
シ
。

（
三
）
同
腹
ノ
小
犬
ヲ
用
意
シ
‘
雨
者
－
一
同
量
ノ
閉
塞
腸
管
内
容
蘭
液
ヲ
腹
腔
内
へ
注
射
シ
、
衣
－
二
方
ダ
ケ
へ
小
犬
ヲ
一
週
間
以
内

ニ
姥
ス
最

小
致
死
量
ノ
十
五
分
ノ
一
乃
至
六
分
ノ
一
量
ノ
「
ト

p
プ
シ
ン
」
ヲ
同
時
ニ
腹
腔
内
へ
注
入
ス

Y
時－一
A

、
「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
ヲ
注
射
シ
タ

y

モ
ノ
二
於
－
7
A
、
蘭
液
ノ
毒
力
増
加
シ
、
試
験
動
物
ノ
議
後
不
良
ト
ナ
Y
。
サ
レ
ド
「
ト

y
プ
シ
ン
」
タ
注
射
シ
、
夏
－
弓
ト

P
プ
ジ
ン
」
見
疫

血
清
ヲ
注
射
シ
置
ク
時
－
二
、
菌
液
ノ
毒
カ
ノ
増
加

Am止
セ
ラ
Y
。

（
四
）
「
マ
ク
ス
」
ヲ
二
群
－
一
分
チ
、
一
方
－
一
A

閉
来
腸
管
内
容
蘭
液
ヲ
遊
滅
的
ニ
腹
腔
内
へ
注
射
シ
、
他
方
ニ
A

菌
液
ト
同
防
F

弓
マ

ク
ス
」
ヲ
二

十
四
時
間
内
二
一
姥
ス
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ノ
最
小
致
死
量
ノ
大
凡
十
分
ノ
一
乃
至
七
分
ノ
一
ヲ
注
射
ス

Y
ト
、
菌
液
ノ
毒
力
若
シ
ク
強
ク
ナ
Y
。

コ
レ
ユ
反
シ
ア
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
免
疫
血
清
一ヲ
同
時
－
一
注
射
ス
レ
バ
、
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ア
注
射
ス

Y

モ
菌
液
ノ
毒
力
増
加
現
A

V

ズ
。
又
「
マ

ヲ
ス
」
－
一
「
〆
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
f

少
量
ヲ
蘭
液
ト
共
二
注
射
ス

Y

ト
菌
液
ノ
毒
力
A

著
明
ニ
増
加
ス
。

（
五
）
以
上
ノ
質
験
結
果
ヲ
綜
合
ス
レ
バ
、
開
架
腸
管
内
容
菌
液
ノ
毒
力
山
コ
レ
ユ
少
量
ノ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
或
λ

「
．P

ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
加
フ

レ
バ
著
シ
ク
増
加
シ
、
夏
－
一
「
ト

y
プ
ジ
シ
」
免
疫
血
清
ヲ
注
射
ス
レ
バ
毒
力
ノ
増
加
ヲ
阻
止
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
。
故
ニ
開
業
腸
管
内
容
菌
A

「
ト
ジ
プ
ジ
ン
」
或
A

「．
ρ

ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用
－
一
ヨ

2
7毒
カ
ヲ
増
加
シ
得
ト
イ
プ
ペ
キ
ナ

p
。

（
六
）
念
性
腸
管
閉
塞
症
ニ
於
－
7
開
業
一
腸
管
内
容
ノ
毒
カ
ガ
陣
液
ヲ
臓
置
ス

Y
ト
減
退
ス

Y

ノ
A

「ト

P
プ
シ
ン
」
ト
ノ
協
同
作
用
ガ
無
ク
ナ

ν

Y

ニ
基
凶
ス
w
F

モ
ノ
ナ
Y

ペ
シ
。

（
七
）
空
腸
南
端
閉
塞
一症
ヲ
設
置
シ
、
七
十
二
時
間
後
コ
レ
ヲ
切
除
ス

Y

ュ
業
後
十
日
間
以
上
生
存
ス
w

w

A

一
七
%
ナ
リ
ノ
。
「
ト

y
プ
シ
ン
」
或

A

「．
ρ

シ
ク

ν
ア
チ
ン
」
J

ア
自
働
免
疫
ヲ
ナ
シ
情
ク
時
品
川
五

O
M
m生
存
ジ
、
閉
塞
腸
管
切
除
以
前
カ
或
A

切
除
後
ニ
「
ト
9
プ
シ
．ン
」
或
A



「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ノ
免
疫
血
清
ヲ
注
射
ス

Y
時
ニ
二
ハ
一
ニ

μ生
存
シ
、
疋
常
犬
血
清
ヲ
注
射
ジ
タ
U
Y

場
合
－
一
A

三
三
%
生
存
ス
。

故一一

「ト

y
プ
シ
ン
」
或
A
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
自
働
或
A
他
働
免
疫
ヲ
施
ス
時
一
一

A
空
腸
雨
端
開
業
一ノ
理
後
稽
佳
良
ト
ナ
Y

ト
イ

ア
ペ
キ
ナ

y
。

（
八
）
空
腸
雨
端
閉
世
帯
設
置
後
二
十
四
時
間
、
四
十
八
時
間
、
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス

Y

－
二
般
－
一
A

腹
膜
二
一
獲
化
僅
微
一
一
ア
穆
出
物
モ
少
量
ナ

リ
ノ
。
勿
論
閉
寒
腸
管
－
一
穿
孔
ア
見
レ
バ
惨
出
物
モ
多
ク
、
腹
膜
一
一
充
血
ヲ
見
y
。
開
業
腸
管
ノ
膨
浦
、

粘
膜
及
ピ
鮮
明
液
膜
ノ
腫
脹
、
充
血
等

モ
時
間
ヲ
経
過
ス

Y

－
一
従
ヒ
著
明
ト
ナ

y
、
遂

－一
穿
孔
ス
。
伺
動
物

－一ヨ

y
－
ア
礎
化
ノ
程
度

一
様
ナ
ラ
ズ
。
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク

レ
ア
チ
ン
」
デ
自
働
或
A

他
働
兎
疫
ヲ
行
ア
ト
閉
塞
腸
管
ノ
獲
化
粧
度
ノ

モ
ノ
多
キ
ガ
如
シ
。
閉
塞
腸
管
ノ
接
化
ガ
軽
度
ナ
レ
バ
環
後
モ
亦

佳
良
ナ
リ
ノ
。

（
九
）
空
腸
南
端
閉
塞
症
－
弓
ト

P
プ
シ
ン
」
或
A
「
バ
ン
ク
V

ア
チ
ン
」
ノ
自
働
或
A
他
働
免
疫
ヲ
ナ
ス
ト
預
後
佳
良
ト
ナ
Y

A
、既

－
一
報
告
シ
タ

M
F
J

刃
・
加
ク
空
腸
南
端
閉
京
一症
ノ
末
期
ニ
近
ヅ
グ
ユ
従
ヒ
腹
腔
内
穆
出
物
内
ニ
A

細
菌
及
ピ
「
ト
y
プ
ジ

ン
」
ガ
説
明
セ
ラ
wy

、ニ

ヨ
y
、
コ
ノ

「
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
ト
細
菌
ト
ノ
協
同
作
用
ヲ
免
疫
一
一
ヨ

y
－
ア
除
去
シ
タ
Y

－一ヨ

9
、
諜
後
佳
良
ト
ナ

y
hp
y
モ
ノ

ナ
y
ト
モ
説
明
セ

ラ
Y
。然

シ
乍
－
プ
閉
寒
腸
管
内
容
－
一
合
7
y
y
毒
物
ノ
化
準
的
成
分
A

未
グ
明
カ
ナ
ラ
ズ
。
従
ツ
ア
コ
レ
ガ
免
疫
皐
的
研
究
モ
亦
不
充
分
ナ

y
。
閉
塞

腸
管
内
ニ
於
ア
如
何
ナ
Y
細
菌
ガ
毒
物
ヲ
形
成
ス
U
Y

カ
ニ
就
ア
モ
不
明
r
知
多
シ
。
故
－
一
余
川
コ
ノ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
見
疫
ノ
宰
腸
雨
端
閉

塞
症
二
一
割
ス
Y
効
果
ノ
本
態
－
一
閥
ジ
－
プ
モ
充
分
－
一
説
明
ス
Y
能
川
ザ
レ
バ
、
コ
レ
ヲ
他
日
研
究
完
成
ス
Y

マ
デ
保
留
セ
ン
ト
欲
ス
。
サ
レ
バ

臨
床
上
コ
レ
ヲ
使
用
ス
Y

ニ
A

向
研
究
ノ
必
要
ア

y
ト
信
ズ
。

最古

=..o. 
B園

（
一
）
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
或
A

「
．ρ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ニ
ア
犬
ヲ
免
疫
シ
、
高
度
ノ
免
疫
ヲ
得
Y

コ
ト
同
難
ナ

y
。
「
ト

y
プ
シ
ン
」
免
疫
凧
清
A

犬

及
ピ
「
？
？
ス
」
ノ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
中
毒
－
一
一
割
ジ
治
療
的
効
果
ア
リ
。

（
二
）
閉
業
腸
管
内
容
菌
ト
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
或
A

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ト
A

協
同
作
用
ア
行
ブ
モ
ノ
、
如
シ
。従
ツ

ア
閉
世
帯
腸
管
内
容
菌
ノ
毒
力

A

コ
レ
ニ
少
量
ノ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
L
或
λ

「
バ
ン
ク
レ
ア
チ
ン
」
ヲ
加
ブ
Y

ト
増
加
ス
。
然
シ
乍
－
プ
「
ト
リ
ノ
プ

シ
ン
L

免
疫
胤
清
ヲ
更

－一
加
ア
u
y

第
五
巻

F園、
原

著
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m
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B
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i
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T
r
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i
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a
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u
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t
e
n
 
D
a
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v
e
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e
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c
h
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D
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w
a
r
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1) 
D
i
e
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m
i
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m
a
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Trypsin 
sicc
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e
n
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g
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e
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P
a
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c
r
e
a
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u
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出
e
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K
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a
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凸
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-
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Z
u
r
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m
m
u
n
i
s
i
e
r
u
時
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H
u
吋
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m
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l
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c
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D
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s
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i
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V
e
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m
e
h
r
u
n
g
 
d
e
s
 
Blutserumantitrypsins 

w
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H
t
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a
b
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m
e
h
r
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r
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G
w
p
p
叩
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H
u
n
d
c
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e
n
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W
u
r
f
e
s
 
g
e
s
a
m
m
e
l
t
.
 
E
i
n
e
m
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w
u
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d
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M
e
n
g
e
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A
u
f
s
c
h
w
e
m
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g
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M
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H
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D
a
s
 erste_re 
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w
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n
d
e
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D
a
n
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es 
hochst 
w
a
h
r
s
cheinlich, 

dass 
d
a
s
 
T
r
y
p
s
in 
mit 
d
e
n
 
Verschlussdarmbakterien 

synergisch 
wirkt 
u
n
d
 infol
gedesse
n
 die 

Giftigkeit 
der 
Bakte1允
n
z
u
 
steigern 

i
m
s
t
a
n
d
e
 ist. 
A
u
c
h
 <las 
Pancreatin wirkt mit D

a
r
m
b
a
k
t
e
1允
n
synerg・isch. 

A
e
h
n
l
i
c
h
e
s
 

w
i
r
d
 
a
u
c
h
 bei 
M
a
u
s
e
n
 bestatigt

.
 

4) 
D
i
e
 
P
r
o
g
n
o
s
e
 
der 
H
u
n
d
c
h
e
n
 
u
n
d
 r出
use,
d
e
n
e
n
 m
a
n
 die 
A
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 
d
e
r
 
V
e
rschl
ussdarrnbakte

巾
n
u
n
d
 



d
a
s
 
T
r
y
p
s
i
n
 
eingespritzt 

hat, 
w
i
r
d
 
d
u
r
c
h
 
die 
Injektion 

d
e
s
 
T
r
y
p
s
i
n
i
m
m
u
n
s
e
r
u
m
s
 e
i
n
e
 
gunstigere. 

5) 
D
i
e
 H
u
r
 
e, 
d
e
問
n
m
a
n
 e
i
n
e
n
 
d
o
p
p
e
l
s
e
i
t
i
g
e
n
 
J
e
j
u
n
u
m
v
巴
rschl
凶
s
a
n
g
e
l
e
g
t
 
u
n
d
 n
a
c
h
 72 
S
t
u
n
d
巴
n
d
巴
n
V
e
r
s
c
h
l
u
s
s
-

d
a
r
m
 exstirpiert 

hat, 
g
e
h
e
n
 m
e
i
s
t
e
n
s
 
b
a
l
d
 
z
u
g
r
u
n
d
e
 
u
n
d
 
I
 
7
 %
 dieser 
H
u
n
d
e
 l
e
b
e
n
 
H
i
n
g
e
r
 
als 
I
O
 T
a
g
e
.
 

6) 
33 %
 d
e
r
 
V
e
r
s
u
c
h
s
h
u
n
d
e
,
 
d
e
n
e
n
 
m
a
n
 e
i
n
e
n
 
d
o
p
p
e
l
s
e
it
i
g
e
n
 
J
e
j
u
n
u
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
 
a
n
g
e
l
e
g
t
,
 
d
a
s
 
S
e
r
u
m
 
v
o
n
 
e
i
n
e
m
 

g
e
s
u
n
d
e
n
 
H
u
n
d
e
 injiziert 

u
n
d
 n
a
c
h
 72 
S
t
u
n
d
e
n
 
d
e
n
 V
e
r
s
c
h
l
u
s
s
d
a
r
m
 exstirpiert 

hat, 
l
e
b
e
n
 
H
i
n
g
e
r
 
als 
I
O
 T
a
g
e
.
 

7) 
5
0
%
 d
e
r
 V
e
r
s
u
c
h
s
h
u
n
d
e
,
 
d
e
n
e
n
 m
a
n
 n
a
c
h
 
a
k
t
i
v
e
r
 
I
m
m
u
n
i
s
i
e
r
u
n
g
 
m
i
t
 T
r
y
p
s
i
n
 
o
d
e
r
 
P
a
n
c
r
e
a
t
i
n
 
e
i
n
e
n
 
d
o
p
p
e
l
s
e
i
-

t
i
g
e
n
 
J
e
j
u
n
u
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
 
a
n
g
e
l
e
g
t
 
u
n
d
 n
a
c
h
 72 
S
t
u
n
d
e
n
 
d
e
n
 V
e
r
s
c
h
l
u
s
s
d
a
r
m
 
exstirpiert 

hat, 
l
e
b
e
n
 
!
a
n
g
e
r
 
als 
I
O
 T
a
g
e
.
 

8) 
63 %
 d
e
r
 V
e
r
s
u
c
h
s
h
u
n
d
e
,
 
d
e
n
e
n
 m
a
n
 e
i
n
e
n
 
d
o
p
p
e
l
s
e
i
t
i
g
e
n
 
J吋
u
n
u
m
v
e
r
s
c
h
l
u
s
s
a
n
g
e
l
e
g
t
,
 n
a
c
h
 
72 
S
t
u
n
d
e
n
 d
e
n
 

V
e
r
s
c
h
l
u
s
s
d
a
r
m
 
reseziert 

u
n
d
 
v
o
r
 
o
d
~
r
 
n
a
c
h
 
d
e
r
 
D
a
r
m
r
e
s
e
k
t
i
o
n
 
d
a
s
 
T
r
y
p
s
i
n
-
o
d
e
r
 
P
a
n
c
r
e
a
t
i
n
i
m
m
u
n
s
e
r
u
m
 
injiziert 

hat, 

l
e
b
e
n
 
!
a
n
g
e
r
 als 
I
O
 T
a
g
e
.
 A
u
c
h
 d
a
n
a
c
h
 
ist 
e
s
 w
a
h
問
heinligh,

class 
die 
P
r
o
g
n
o
s
e
 d
e
s
 d
o
p
p
e
l
s
e
i
t
ig
e
n
 J
e
j
u
n
u
m
v
e
rschlusses 

<lurch 
a
k
t
i
v
e
 
u
n
d
 
p
a
s
s
i
v
e
 
I
m
m
u
n
i
s
i
e
r
u
n
g
 
d
e
s
 
T
r
y
p
s
i
n
s
 
o
d
e
r
 
P
a
n
c
r
e
a
t
i
n
s
 
e
i
n
e
 
g
u
n
s
t
i
g
e
r
e
 
w
i
r
d
.
 
A
b
e
r
 u
b
e
r
 
d
λ
s
 
W
c
s
e
n
 

dieser 
W
i
1
・k
u
n
g
b
i
n
 
i
c
h
 
m
i
r
 n
o
c
h
 n
i
c
h
t
 
klar. 

(
A
u
t
o
問
先
rat).
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